
日本語普及事業に必要な経費

日本語事業費

1. 日本語企画調整費

 (1) 海外日本語教育機関等調査

 (2) 日本語教育情報交流

 (3) 日本語教育企画開発型事業

 (4) ベトナム日本文化交流センター

2. 日本語派遣・助成費

 (1) 受託事業（アセアン）

 (2) 日本語教育専門家派遣（専門家）

 (3) 日本語教育専門家派遣（ジュニア専門家）

 (4) 日本語教育学会助成

 (5) 日本語教育機関支援（現地講師謝金助成）

 (6) 日本語教育プロジェクト支援（弁論大会助成）

 (7) 日本語教育プロジェクト支援（ネットワーク形成助成）

 (8) 日本語教育専門家派遣（JFボランティア・指導助手）

3. 日本語能力試験費

 (1) 日本語能力試験実施

 (2) 評価開発
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日本語事業費

 １．日本語企画調整費 ／ (1) 海外日本語教育機関等調査

合計額 15,987,393 円

事業名 事業内容

1 国別情報ウェブサイト 2008.04.01 ～ 2009.03.31 各国の日本語教育の状況（沿革／教育制度／現状／動向等）を基金ウェブサイ
ト上で紹介。毎年更新。

2 海外日本語教育機関調査 2008.04.01 ～ 2009.03.31 3年毎に実施する海外における日本語教育機関・教師・学習者等に関する一斉
調査。平成20年度は2006年調査結果報告書を配布。また2009年調査に向けて準
備。

3 日本語教育事情の動向調査 2008.04.01 ～ 2009.03.31 中期計画指針、地域別方針等に基づき、重点国・地域の日本語教育事情の最新
動向を把握するため、専門家等による実地調査を実施。

期間

海外の日本語教育機関等に関する調査及び特定地域における調査等を実施し、その結果を公開する。
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日本語事業費

 １．日本語企画調整費 ／ (2) 日本語教育情報交流

合計額 6,795,560 円

事業名 対象国 事業内容

1 第49回外国人による日
本語弁論大会

全世界区分困難 2008.06.14 外国人による日本語弁論大会を財団法人国際教育振興会、川越市との共催により
埼玉県川越市で開催。大会の模様は後日NHK教育テレビで放映。日本語国際セン
ター設立20周年記念事業。

2 日本語教育論集『世界
の日本語教育』

全世界区分困難 2008.04.01 ～ 2009.03.31 日本語教育・日本語学および日本語教育事情・実践報告に関する公募論文集。
平成20年度は第18号を発行・配布、第19号の論文公募、審査、編集作業を実施。
第18号より従来の冊子体の発行部数を減らし、基金ウェブサイトに掲載の電子
ジャーナルとして発行。冊子体については、市販。

3 韓国翻訳・公開シラバ
ス

韓国 2008.04.01 ～ 2009.03.31 平成20年度は、2007年に新版が発表された韓国の中等教育における「新教育課
程」（日本の「教育指導要領」にあたる）のうち、日本語に係る部分を翻訳、
基金ウェブサイト等で公開。

 １．日本語企画調整費 ／ (3) 日本語教育企画開発型事業

合計額 35,152,349 円

事業名 対象国 事業内容

1 日本語ネットワーク 全世界区分困難 2008.04.01 ～ 2009.03.31 基金海外事務所及び世界各地の中核的な日本語教育機関を構成メンバーとする
ネットワークを構築。より強い協力・連携を図り、各地においてより効果的な
日本語教育の環境整備を行う。

2 インド中等教育支援 インド 2008.04.01 ～ 2009.03.31 日印首脳合意のフォローアップとして、前年度に引き続き、現地日本語教師養成
研修を実施。

3 日本語事業広報 全世界区分困難 2008.04.01 ～ 2009.03.31 日本語教育事業について一般に分かりやすく紹介する広報資料を作成。

4 対米日本語拡充 米国 2008.04.01 ～ 2009.03.31 近年の米国教育法の改正、金融危機による財政難などの複合的影響とみられる日
本語学習者の減少傾向に対応するため、日本語教師の資格取得・更新のための研
修オンラインシステムの開発及びパイロット研修実施経費を支援。

5 ベトナム教科書作成支
援

ベトナム 2008.07.01 ～ 2009.03.31 11年生用教科書『にほんご11』作成のため執筆者４名をベトナムから招へいし、
日本語国際センターにおいて合宿形式で執筆。

日本語普及において政策上の必要性が高い事業を実施する。

期間

外国人による日本語弁論大会の実施や、海外の日本語教育に関する情報を提供する。

期間
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日本語事業費

事業名 対象国 事業内容期間

6 AP日本語プログラム 米国 2008.09.01 ～ 2009.03.31 米国の高校生が在学中に大学の単位を事前履修し、単位の認定が受けられるコー
ス及び資格試験（Advanced Placement Program）への日本語科目の導入を支援。

7 EPA現地日本語研修 インドネシア 2008.09.16 ～ 2009.03.31 日インドネシア経済連携協定（EPA）に基づいて受け入れを行うインドネシア人
看護師・介護福祉士候補者に対し、インドネシアでの事前日本語研修の可能性を
検討するための現地調査を外務省から受託。
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日本語事業費

 １．日本語企画調整費 ／ (4) ベトナム日本文化交流センター

ベトナムにおける日本語教育支援を活動の中心としたベトナム日本文化交流センターを運営する。

合計額 51,176,688 円

事業名 対象国 都市 会場 共催機関 事業内容

1 日本の世界遺産写真展 ベトナム ハノイ ベトナム日本文
化交流センター

2008.04.01 ～ 2008.04.30 日本語学習者や地域住民を対象に、日
本の世界遺産に関する写真パネル全61
点を展示。

2 「自然に潜む日本」展（巡
回展）

ベトナム ハノイ ベトナム国立美
術館

ベトナム国立美
術館

2008.05.16 ～ 2008.05.25 日越外交樹立35周年を記念し、写真
家・矢萩喜從郎が撮影した、日本の美
にまつわる85点の白黒写真を展示。

3 子どものおもちゃ展 ベトナム ハノイ ベトナム日本文
化交流センター

2008.05.19 ～ 2008.06.20 主に日本語学習者を対象に、「日本の
玩具」展の玩具（バンコク日本文化セ
ンターより借用）、こいのぼり、日本
の伝統玩具（在ベトナム大使館より借
用）、五月人形、雛人形（国際協力機
構ベトナム日本人材協力センターより
借用）を展示。

4 ハノイ・ホーチミン音楽祭
～この平和を夢見て～

ベトナム ハノイ
ホーチミン

ナショナルコン
ベンションセン
ター（ハノイ）
ホアビン劇場
（ホーチミン）

ナショナルコン
ベンションセン
ター、ホアビン
劇場

2008.05.24 ～ 2008.05.26 日越外交樹立35周年を記念し、日越両
国の人気歌手（日本：杉良太郎、伍代
夏子、ウィンズほか／ベトナム：
ミー・リン、ラム・チュオンほか）に
よる音楽祭をハノイ、ホーチミンの２
都市で実施。

5 日本語で遊ぼう会 ベトナム ハノイ ベトナム日本文
化交流センター

2008.05.31 「ベトナム中等教育における日本語教
育プロジェクト」を実施している中学
校4校より、日本語を学ぶ生徒を各校10
名ずつ、計40名を集め、日本語にまつ
わるゲーム大会及び交流会を実施。

6 第4回ベトナム中等学校日本
語教師研修会（全国研修）

ベトナム ダナン ダナンホテル ベトナム教育訓
練省

2008.06.09 ～ 2008.06.13 「ベトナム中等教育における日本語教
育プロジェクト」を実施している北
部、中部、南部の中等学校の日本語教
師8名を一堂に集め、教師研修を実施。

7 外国語としての日本語試行
教育評価セミナー

ベトナム ダナン バンブーグリー
ンセントラルホ
テル

ベトナム教育科
学院

2008.06.14 「ベトナム中等教育における日本語教
育プロジェクト」の試行状況を評価す
るためのセミナーを実施。ベトナム教
育科学院の行政官のほか、各地の中等
学校の校長・教頭等計約30名が集まり
意見交換を行った。

期間
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日本語事業費

事業名 対象国 都市 会場 共催機関 事業内容期間

8 勝恵美「TSUNAGARI・つなが
り・NOI KET」展

ベトナム ハノイ ベトナム日本文
化交流センター

2008.08.18 ～ 2008.09.05 雑誌編集に携わりながらベトナムの風
景を撮り続けている写真家・勝恵美に
よるベトナムの風景写真25点を展示。

9 Viet Van「太陽の色」展 ベトナム ハノイ ベトナム日本文
化交流センター

2008.09.16 ～ 2008.10.10 日越外交樹立35周年を記念し、ベトナ
ムにおける日本語普及活動の一環とし
て、平成19年度基金主催「ベトナム・
グループ招へい」事業において日本に
招へいされたVIET VAN（労働新聞記
者・カメラマン）が日本で撮影した写
真35点を展示。

10 日本映画祭 ベトナム ハノイ
ハイフォン

国立映画セン
ター（ハノイ）
5月1日劇場（ハ
イフォン）

国立映画セン
ター、5月1日劇
場

2008.10.10 ～ 2008.10.21 日越外交樹立35周年を記念し、『未来
予想図』、『花よりもなほ』等、最近
の映画作品を中心に8作品をハノイ、ハ
イフォンの2都市で上映。

11 「私の好きな、ハノイ」写
真展

ベトナム ハノイ ベトナム日本文
化交流センター

2008.11.13 ～ 2008.11.28 日越外交樹立35周年を記念し、ハノイ
在住日本人の視点からガイドブックで
は紹介されない場所、あるいは思い出
の場所、秘密の場所を撮影した44名の
日本人による写真作品をベトナム語の
翻訳を加えてパネル化し展示。

12 日本語教育専門家（アドバ
イザー）、ジュニア専門
家、指導助手による日本語
教育支援活動

ベトナム 2008.04.01 ～ 2009.03.31 日本から派遣される日本語教育専門家
（アドバイザー）、ジュニア専門家、
指導助手により、日本語教育関連の調
査や日本語教師、日本語教育に対する
支援活動（巡回指導等）を実施。

13 図書館運営 ベトナム ハノイ ベトナム日本文
化交流センター

2008.04.01 ～ 2009.03.31 事務所に併設された図書館において、
図書収集、公開および貸出、レファレ
ンス等の図書館運営業務を実施。年間
来館者数のべ2,252人。

14 ウェブサイト運営 ベトナム ハノイ ベトナム日本文
化交流センター

2008.04.01 ～ 2009.03.31 事務所ウェブサイト（ベトナム語、日
本語、英語で閲覧可能）を整備、拡充
し、幅広い対象に向けた事業の広報を
実施。年間のべアクセス数283,605アク
セス。
URL：http://www.jpf.org.vn/tabid/
224/default.aspx
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日本語事業費

 ２．日本語派遣・助成費 ／ (1) 受託事業（アセアン）

合計額 131,048,490 円

氏名 対象国 対象機関 事業内容

1 中山　裕史 タイ ブンガン高校 2008.06.03 ～ 2009.03.16 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

2 井口　真紀子 タイ ナワミントラチュ
ティット・クルンテー
フﾟマハナコン高校

2008.06.03 ～ 2009.03.16 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

3 松田　涼子 タイ サムットプラカン高校 2008.06.03 ～ 2009.03.16 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

4 村林　直美 タイ ラッタナコシン・ソム
ポット・バウォンニ
ウェット・サラヤ高校

2008.06.03 ～ 2009.03.16 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

5 遠藤　かおり タイ バンブン・ウッタサハ
カムヌクロー高校

2008.06.03 ～ 2009.03.16 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

6 杉本　沙知香 タイ シーガンワッタナーナ
ンウッパターム高校

2008.06.03 ～ 2009.03.16 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

7 菅原　生江 タイ ダムロンラトソンク
ロー高校

2008.06.04 ～ 2008.09.07 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

8 松野　陽子 タイ ウタラディットダル
ニー高校

2008.06.04 ～ 2008.11.25 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

9 水谷　由紀子 タイ スラナリ・ウィッタヤ
高校

2008.06.04 ～ 2009.03.16 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

10 八嶋　康裕 タイ ナワミントラチニュ
ティット・スアンク
ラーブウィッタヤラ
高校

2008.06.04 ～ 2009.03.16 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

11 長谷川　有彦 フィリピン ミンダナオ国際大学 2008.06.04 ～ 2009.04.03 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

12 米田　晃久 フィリピン フィリピン日本語教師
会

2008.06.04 ～ 2009.04.03 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

期間

日本語の分野で、国際交流基金の業務趣旨に合致する事業を外部から受託し実施する。
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日本語事業費

氏名 対象国 対象機関 事業内容期間

13 浅野目　志乃 フィリピン フィリピン日本語教師
会

2008.06.04 ～ 2009.04.03 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

14 石田　恵理子 シンガポール ナンヤン・ポリテク
ニック

2008.06.09 ～ 2009.02.24 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

15 池田　真希子 インド 在チェンナイ印日商工
会議所

2008.06.22 ～ 2009.04.21 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

16 梶田　麻優美 インド プネ印日協会 2008.06.22 ～ 2009.04.21 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

17 並木　麻美子 インド ABK-AOTS同窓会タミル
ナド・センター

2008.06.22 ～ 2009.04.21 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

18 日野　広大 フィリピン サンカルロス大学 2008.06.23 ～ 2009.04.22 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

19 三宅　絵梨 フィリピン フィリピン大学
ITトレーニングセン
ター

2008.07.12 ～ 2009.05.11 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

20 福岡　さやか ベトナム ダナン市教育訓練局 2008.08.20 ～ 2009.06.13 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

21 渡辺　梓 ベトナム ハノイ市教育訓練局 2008.08.20 ～ 2009.06.13 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

22 幸森　いずみ ベトナム ホーチミン市教育訓練
局

2008.08.20 ～ 2009.06.13 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

23 須摩　亜由子 ベトナム トゥア・ティエン・フ
エ省教育訓練局

2008.08.20 ～ 2009.06.13 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

24 大滝　知里 ベトナム トゥア・ティエン・フ
エ省高等師範学校

2008.08.21 ～ 2009.06.13 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

25 赤澤　香代子 シンガポール シンガポール国立大学 2008.08.26 ～ 2009.05.31 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

26 小池　博美 カンボジア 王立プノンペン大学 2008.08.27 ～ 2009.07.15 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

27 永野　佑子 ラオス ラオス日本人材開発セ
ンター

2008.09.16 ～ 2009.07.15 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。
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日本語事業費

氏名 対象国 対象機関 事業内容期間

28 高田　悠紀子 マレーシア ＳＭＳ全寮制中高等学
校

2009.01.09 ～ 2009.11.10 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

29 五十嵐　裕佳 マレーシア ＳＴＦ全寮制中高等学
校

2009.01.09 ～ 2009.11.10 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

30 工藤　聡子 ブルネイ ブルネイ教育省技術教
育局生涯教育課

2009.01.11 ～ 2009.11.10 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

31 清水　梢 マレーシア ＳＢＰＩ全寮制中高等
学校

2009.01.11 ～ 2009.11.10 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

32 尾堂　由美 マレーシア ＫＴＫ全寮制中高等学
校

2009.01.11 ～ 2009.11.10 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

33 中村　清夏 ニュージーランド タワ・カレッジ 2009.01.19 ～ 2009.11.19 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

34 杉山　春華 インドネシア 国立リアウ大学 2009.01.31 ～ 2009.11.28 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

35 園山　智子 インドネシア インドネシア･コン
ピューター大学

2009.01.31 ～ 2009.11.28 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

36 佐農　紀子 インドネシア ムハマディア・ドク
ター・ハムカ大学

2009.01.31 ～ 2009.11.28 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

37 眞謝　絵美 インドネシア ディアン・ヌスワント
ロ大学

2009.01.31 ～ 2009.11.28 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

38 町田　佳帆梨 インドネシア ブン・ハッタ大学 2009.02.01 ～ 2009.11.28 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

39 藤本　尚子 オーストラリア ウェスタン・オースト
ラリア州教育省

2009.02.06 ～ 2009.12.07 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

40 永島　恭子 オーストラリア ニュー・サウス・
ウェールズ州教育省

2009.02.06 ～ 2009.12.07 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

41 竹内　衣里 オーストラリア ニュー・サウス・
ウェールズ州教育省

2009.02.06 ～ 2009.12.07 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

42 尾関　優子 インドネシア 北スマトラ大学 2009.02.07 ～ 2009.12.06 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

43 小島　理恵 インドネシア ドクターストモ大学 2009.02.07 ～ 2009.12.06 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。
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日本語事業費

氏名 対象国 対象機関 事業内容期間

44 戸野　雅恵 インドネシア JIA外国語大学 2009.02.07 ～ 2009.12.06 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

45 西　智美 インドネシア ウダヤナ大学 2009.02.08 ～ 2009.12.06 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

46 松村　のぞみ インドネシア ウィディアタマ大学 2009.02.08 ～ 2009.12.06 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

47 栗原　真理江 オーストラリア ウェスタン・オースト
ラリア州教育省

2009.02.08 ～ 2009.12.07 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。

48 内田　紋子 オーストラリア ニュー・サウス・
ウェールズ州教育省

2009.02.08 ～ 2009.12.07 受入機関での日本語教育の活性化、現地青少年の対日理
解促進及び相互理解促進。
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日本語事業費

 ２．日本語派遣・助成費 ／ (2) 日本語教育専門家派遣（専門家）

氏名 対象機関 対象国

1 根津　誠 クアラルンプール日本文化センター マレーシア 2005.04.01 ～ 2008.04.16

2 畠山　理恵 ニューデリー日本文化センター インド 2005.05.12 ～ 2008.05.11

3 片桐　準二 プノンペン大学 カンボジア 2005.05.17 ～ 2008.08.20

4 小西　広明 北京日本文化センター 中国 2005.05.19 ～ 2008.05.18

5 沼崎　邦子 ケルン日本文化会館 ドイツ 2005.07.11 ～ 2008.07.23

6 池津　丈司 モスクワ国立大学 ロシア 2005.07.14 ～ 2008.07.01

7 長谷川　理恵 ニューデリー日本文化センター インド 2005.07.19 ～ 2008.07.18

8 山口　敏幸 ソウル日本文化センター 韓国 2005.08.15 ～ 2008.08.31

9 平田　好 ラオス日本人材開発センター ラオス 2005.09.02 ～ 2008.09.01

10 岸田　理恵 クイーンズランド州教育省クイーンズランドLOTEセンター オーストラリア 2006.01.12 ～ 2009.01.31

11 原田　明子 タスマニア州教育省 オーストラリア 2006.01.12 ～ 2009.01.31

12 森　勇樹 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2006.03.25 ～ 2009.03.24

13 盛田　真樹子 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2006.03.25 ～ 2009.03.24

14 桜井　千代子 モンゴル日本人材開発センター モンゴル 2006.04.07 ～ 2008.04.06

15 矢沢　悦子 クアラルンプール日本文化センター マレーシア 2006.04.22 ～ 2009.10.21

16 立花　秀正 日中友好大連人材育成センター 中国 2006.04.24 ～ 2009.03.31

17 星　亨 マニラ日本文化センター フィリピン 2006.05.20 ～ 2008.05.19

18 横野　登代子 土日基金文化センター トルコ 2006.06.04 ～ 2009.09.30

19 飯尾　幸司 北スマトラ大学 インドネシア 2006.06.14 ～ 2009.06.30

20 室屋　春光 アルバータ教育省 カナダ 2006.06.19 ～ 2009.06.18

1.現地の日本語教師養成に資するため、日本語教師研修会の実施、教師ネットワーク形成の支援、日本語教授法や日本語教材作成に関する助言・指導などを
　行う。
2.現地日本語教育機関の授業を実際に担当するほか、現地教師への助言・指導、カリキュラム編成や教材作成などについて支援を行う。

期間

合計額 868,885,085 円
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日本語事業費

氏名 対象機関 対象国 期間

21 長田　佳奈子 ソウル日本文化センター 韓国 2006.06.21 ～ 2009.06.30

22 吉田　裕子 ジャカルタ日本文化センター インドネシア 2006.06.22 ～ 2009.06.30

23 山口　明 ウズベキスタン人材開発日本センター ウズベキスタン 2006.06.30 ～ 2008.07.20

24 森戸　規子 ウクライナ日本センター ウクライナ 2006.07.01 ～ 2008.07.11

25 高崎　三千代 ローマ日本文化会館 イタリア 2006.07.03 ～ 2009.07.02

26 近藤　正憲 テヘラン大学 イラン 2006.07.28 ～ 2009.07.30

27 中込　達哉 ケニヤッタ大学 ケニア 2006.08.01 ～ 2008.07.31

28 山本　晃彦 インドネシア教育大学 インドネシア 2006.08.03 ～ 2010.08.07

29 雄谷　進 ベトナム日本人材協力センター ベトナム 2006.08.19 ～ 2008.08.18

30 山科　健吉 カイロ日本文化センター エジプト 2006.09.01 ～ 2009.10.04

31 松原　潤 バンコク日本文化センター タイ 2006.09.22 ～ 2009.09.21

32 大谷　英樹 キング・サウード大学 サウジアラビア 2006.09.29 ～ 2009.06.30

33 藤井　明子 ベトナム日本人材協力センター ベトナム 2006.10.04 ～ 2008.10.03

34 藤光　由子 西オーストラリア州教育省 オーストラリア 2007.02.04 ～ 2010.02.10

35 尾崎　裕子 キルギス日本人材開発センター キルギス 2007.02.07 ～ 2010.02.06

36 北村　武士 ソウル日本文化センター 韓国 2007.03.16 ～ 2010.03.15

37 藤原　由紀子 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2007.03.18 ～ 2010.03.18

38 富岡　純 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2007.03.18 ～ 2010.03.18

39 杉山　純子 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2007.03.18 ～ 2010.03.28

40 佐々木　良三 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2007.03.23 ～ 2009.03.23

41 吉川　達 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2007.03.23 ～ 2010.03.23

42 戸田　淑子 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2007.03.23 ～ 2010.03.28

43 松本　剛次 シドニー日本文化センター オーストラリア 2007.04.01 ～ 2010.04.30

44 久野　元 カザフスタン日本人材開発センター カザフスタン 2007.04.05 ～ 2009.04.04
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日本語事業費

氏名 対象機関 対象国 期間

45 青沼　国夫 ケラニア大学 スリランカ 2007.04.13 ～ 2011.04.30

46 儀満　敏彦 バンコク日本文化センター タイ 2007.05.02 ～ 2009.05.23

47 衣笠　秀子 カンボジア日本人材開発センター カンボジア 2007.06.19 ～ 2009.03.31

48 金　秀芝 香港日本語教育研究会 中国 2007.06.22 ～ 2009.06.21

49 瓜生　佳代 ヤゲロン大学 ポーランド 2007.07.03 ～ 2010.07.02

50 山下　美紀 国立スラバヤ大学 インドネシア 2007.07.09 ～ 2010.07.08

51 久松　美立 ガジャマダ大学 インドネシア 2007.07.09 ～ 2010.07.08

52 松島　幸男 アインシャムス大学 エジプト 2007.07.10 ～ 2010.07.09

53 平野　美恵子 ブカレスト大学 ルーマニア 2007.07.15 ～ 2009.07.14

54 駒田　聡 ソフィア大学 ブルガリア 2007.07.19 ～ 2010.07.18

55 森西　志保子 ラオス国立大学 ラオス 2007.07.20 ～ 2010.08.18

56 渡辺　由美 ダマスカス大学 シリア 2007.07.20 ～ 2010.07.19

57 福島　青史 ブダペスト日本文化センター ハンガリー 2007.07.31 ～ 2010.08.10

58 稲見　由紀子 ベトナム中等教育機関 ベトナム 2007.07.31 ～ 2009.07.30

59 岩澤　和宏 ケルン日本文化会館 ドイツ 2007.08.05 ～ 2010.08.13

60 木谷　直之 ジャカルタ日本文化センター インドネシア 2007.09.15 ～ 2010.09.14

61 三上　京子 カレル大学 チェコ 2007.09.22 ～ 2010.09.21

62 近藤　裕美子 パリ日本文化会館 フランス 2007.12.12 ～ 2010.12.22

63 柴原　智代 ニューデリー日本文化センター インド 2008.01.15 ～ 2010.01.31

64 林　雅子 サンチャゴ大学 チリ 2008.01.16 ～ 2010.01.19

65 友岡　純子 ニュージーランド教育省 ニュージーランド 2008.01.30 ～ 2010.12.31

66 宇田川　洋子 ロンドン日本文化センター 英国 2008.02.19 ～ 2011.02.18

67 三宅　直子 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2008.03.17 ～ 2010.03.16

68 矢野　優子 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2008.03.17 ～ 2010.03.16
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氏名 対象機関 対象国 期間

69 谷井　明美 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2008.03.17 ～ 2010.03.16

70 金澤　菜穂 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2008.03.17 ～ 2010.03.16

71 遠藤　和歌子 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2008.03.17 ～ 2010.03.16

72 藤島　夕紀代 モンゴル日本人材開発センター モンゴル 2008.04.01 ～ 2012.01.21

73 坪山　由美子 クアラルンプール日本文化センター マレーシア 2008.04.08 ～ 2011.04.15

74 西野　藍 コンケン大学 タイ 2008.04.28 ～ 2010.04.27

75 和田　衣世 ニューデリー日本文化センター インド 2008.05.01 ～ 2011.04.30

76 王　崇梁 北京日本文化センター 中国 2008.05.10 ～ 2011.05.09

77 新見　康之 マニラ日本文化センター フィリピン 2008.05.14 ～ 2010.05.13

78 小栗　潔 モスクワ国立大学 ロシア 2008.06.22 ～ 2010.06.21

79 大原　淳裕 ウクライナ日本センター ウクライナ 2008.06.29 ～ 2010.06.28

80 鈴木　今日子 ニューデリー日本文化センター インド 2008.07.09 ～ 2010.07.08

81 立間　智子 ウズベキスタン日本人材開発センター ウズベキスタン 2008.07.10 ～ 2010.11.30

82 三矢　真由美 ケルン日本文化会館 ドイツ 2008.07.14 ～ 2011.07.13

83 小久保　ひろし ケニヤッタ大学 ケニア 2008.07.18 ～ 2010.07.17

84 茅本　百合子 アイルランド教育省 アイルランド 2008.07.28 ～ 2011.07.27

85 上野　栄三 王立プノンペン大学 カンボジア 2008.08.07 ～ 2009.10.02

86 村上　吉文 ベトナム日本人材協力センター ベトナム 2008.08.07 ～ 2010.08.06

87 野村　ゆみ子 ラオス日本人材開発センター ラオス 2008.08.21 ～ 2010.08.20

88 小川　靖子 ソウル日本文化センター 韓国 2008.08.21 ～ 2011.08.20

89 平岩　桂子 ベトナム日本人材協力センター ベトナム 2008.09.23 ～ 2010.08.31

90 小林　峰子 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2009.03.30 ～ 2011.03.29

91 星野　智子 マラヤ大学日本留学予備教育課程 マレーシア 2009.03.30 ～ 2011.03.29
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 ２．日本語派遣・助成費 ／ (3) 日本語教育専門家派遣（ジュニア専門家）

氏名 対象機関 対象国

1 吉川　景子 タイ中等教育機関 タイ 2005.04.25 ～ 2008.04.24

2 鈴木　由美子 タイ中等教育機関 タイ 2005.05.02 ～ 2008.04.12

3 飯野　令子 ブダペスト日本文化センター ハンガリー 2005.06.08 ～ 2008.06.30

4 栗原　明美 インドネシア中等教育機関 インドネシア 2005.06.13 ～ 2009.06.12

5 小原　亜紀子 インドネシア中等教育機関 インドネシア 2005.06.15 ～ 2008.06.30

6 斎藤　真美 インドネシア中等教育機関 インドネシア 2005.06.15 ～ 2008.06.30

7 吉田　佳未 北京日本文化センター 中国 2005.08.04 ～ 2008.09.17

8 三浦　雄一郎 ジャカルタ日本文化センター インドネシア 2006.06.12 ～ 2009.06.30

9 阿坂　真理 ジャカルタ日本文化センター インドネシア 2006.06.12 ～ 2008.06.30

10 猪狩　英美 ノボシビルスク国立大学 ロシア 2006.06.15 ～ 2009.06.29

11 内村　浩子 キエフ国立言語大学 ウクライナ 2006.06.15 ～ 2008.06.30

12 久木　元恵 アル・ファラビ名称カザフ民族大学 カザフスタン 2006.06.15 ～ 2008.06.30

13 森本　由佳子 極東国立人文大学 ロシア 2006.06.15 ～ 2008.06.30

14 成田　高宏 サハリン国立総合大学 ロシア 2006.06.15 ～ 2008.06.30

15 菅井　綾子 ベラルーシ国立大学 ベラルーシ 2006.06.19 ～ 2008.06.30

16 竹山　直子 カイロ大学 エジプト 2006.08.20 ～ 2008.06.30

17 坂本　裕子 ウラジオストク極東国立大学 ロシア 2006.08.20 ～ 2009.08.19

18 森田　衛 アインシャムス大学 エジプト 2006.08.21 ～ 2009.06.30

19 内田　陽子 タイ中等教育機関 タイ 2007.04.17 ～ 2010.04.30

20 和栗　夏海 マニラ日本文化センター フィリピン 2007.05.01 ～ 2010.04.30

21 レイン　幸代 クアラルンプール日本文化センター マレーシア 2007.05.12 ～ 2009.08.31

期間

1.主として中等教育レベルの日本語教師の能力向上に資するため、担当地域内で日本語教師のための勉強会の開催や、学校訪問・巡回指導などを行う。
2.大学など個別の機関に派遣され、当該機関の授業担当、カリキュラム編成、教材作成、現地教師への助言などを行う。

合計額 159,599,876 円
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氏名 対象機関 対象国 期間

22 伊藤　愛子 ベトナム中等教育機関 ベトナム 2007.06.02 ～ 2009.08.23

23 渡邊　知釈 バクー国立大学 アゼルバイジャン 2007.06.20 ～ 2009.06.19

24 齊藤　都 遼寧省基礎教育教研培訓中心、阜新市進修学校、阜新県進修学校 中国 2007.07.06 ～ 2009.07.05

25 斎藤　誠 ダマスカス大学 シリア 2007.08.20 ～ 2010.08.19

26 チャンタボン　令 ラオス国立大学 ラオス 2007.08.21 ～ 2010.08.19

27 伊藤　聡子 レークイドン中学校 ベトナム 2007.08.25 ～ 2010.08.24

28 太原　ゆか タイ中等教育 タイ 2008.03.30 ～ 2010.04.30

29 松井　玲子 バンコク日本文化センター タイ 2008.04.03 ～ 2011.04.30

30 工藤　聖子 インドネシア中等教育機関 インドネシア 2008.06.08 ～ 2010.06.29

31 吉岡　千里 インドネシア中等教育機関 インドネシア 2008.06.08 ～ 2011.06.30

32 岩田　敏和 インドネシア中等教育機関 インドネシア 2008.06.08 ～ 2010.06.30

33 柳坪　幸佳 ブダペスト日本文化センター ハンガリー 2008.06.19 ～ 2011.06.18

34 三森　優 キエフ国立大学／キエフ言語大学 ウクライナ 2008.06.19 ～ 2011.06.18

35 渡辺　裕美 ベラルーシ国立大学 ベラルーシ 2008.06.19 ～ 2010.06.26

36 鈴木　恵理 カザフ民族大学 カザフスタン 2008.06.19 ～ 2010.06.30

37 安河内　貴子 極東国立人文大学 ロシア 2008.06.19 ～ 2010.12.31

38 渡邊　康二 サハリン国立総合付属経済東洋語大学 ロシア 2008.06.21 ～ 2010.06.30

39 櫻井　勇介 カイロ大学文学部日本語日本文学科 エジプト 2008.08.20 ～ 2010.06.30

40 橋本　沙里 北京日本文化センター 中国 2008.09.09 ～ 2010.09.08

41 信岡　麻理 シドニー日本文化センター オーストラリア 2008.11.01 ～ 2011.10.31
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日本語事業費

 ２．日本語派遣・助成費 ／ (4) 日本語教育学会助成

合計額 15,235,000 円

事業名 対象国 助成機関 事業内容

1 日本語教育学会助成 全世界区分困難 社団法人日本語教育学
会

2008.04.01 ～ 2009.03.31 社団法人日本語教育学会が実施する各種研修事業および
調査研究事業に対し助成。

国内の日本語教育開発機関が実施する教育研修事業、海外における日本語教育事情に関する調査研究、国内外における日本語教育事情に関する情報の提供、及び情
報交流の促進に資する事業の実施経費の一部を助成する。

事業期間
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日本語事業費

 ２．日本語派遣・助成費 ／ (5) 日本語教育機関支援（現地講師謝金助成）

助成機関 対象国

1 セアラ州立大学人文学科 ブラジル 2008.04.01 ～ 2008.12.31

2 エンジニアリング観光コンピュータ通訳養成学院 マダガスカル 2008.04.01 ～ 2009.01.31

3 タルト大学 エストニア 2008.04.01 ～ 2009.03.31

4 済州道韓日親善協会 韓国 2008.04.01 ～ 2009.03.31

5 ハサヌディン大学文学部日本語学科 インドネシア 2008.04.01 ～ 2009.03.31

6 パキスタン・日本文化協会（シンド） パキスタン 2008.04.01 ～ 2009.03.31

7 カリフォルニア州立大学サンバーナディーノ校 米国 2008.04.01 ～ 2009.03.31

8 リオデジャネイロ日伯文化協会 ブラジル 2008.04.01 ～ 2009.03.31

9 ラパス・ボリビア日本文化財団日本語普及学校 ボリビア 2008.04.01 ～ 2009.03.31

10 アザジ名称世界言語大学 トルクメニスタン 2008.04.01 ～ 2009.03.31

11 ソフィア第１８総合学校 ブルガリア 2008.04.01 ～ 2009.03.31

12 ラトビア大学現代言語学部アジア学科 ラトビア 2008.04.01 ～ 2009.03.31

13 イエメン・日本友好協会 イエメン 2008.04.01 ～ 2009.03.31

14 ディラード大学 米国 2008.04.01 ～ 2009.03.31

15 マラヤ大学予備教育部 マレーシア 2008.05.28 ～ 2009.05.27

16 オルソン・リンド・アッパースクール・アカデミー 米国 2008.07.01 ～ 2009.06.30

17 ノースキャロライナ州立大学シャーロット校 米国 2008.08.01 ～ 2009.05.31

18 マレー州立大学 米国 2008.08.01 ～ 2009.06.30

19 カルバリー・クリスチャン・アカデミー ミクロネシア 2008.08.01 ～ 2009.07.31

20 ハーバート・フーバー中学校 米国 2008.08.25 ～ 2009.06.10

海外の非営利日本語教育機関で日本語講座の運営に財政的困難がある場合、近い将来自助独立の見通しのあるものに限り、講師スタッフの謝金の一部を助成す
る。

期間

合計額 24,138,832 円
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日本語事業費

助成機関 対象国 期間

21 ブリティッシュ・コロンビア大学オカナガン校 カナダ 2008.09.01 ～ 2009.04.30

22 エォトヴェシ・ロラーンド大学 ハンガリー 2008.09.01 ～ 2009.06.30

23 マンチェスター大学 英国 2008.09.01 ～ 2009.08.31

24 メケレ大学 エチオピア 2008.09.01 ～ 2009.08.31

25 王立プノンペン大学 カンボジア 2008.09.01 ～ 2009.08.31

26 サラマンカ大学 スペイン 2008.09.01 ～ 2009.08.31

27 カタルーニャ公開大学 スペイン 2008.09.01 ～ 2009.08.31

28 ミーニョ大学人文学部東洋言語文化研究所 ポルトガル 2008.09.30 ～ 2009.08.31

29 ポンペウ・ファブラ大学 スペイン 2008.10.01 ～ 2009.06.30
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日本語事業費

 ２．日本語派遣・助成費 ／ (6) 日本語教育プロジェクト支援（弁論大会助成）

事業名 助成機関 対象国

1 第7回フロリダ州日本語スピーチ＆スキットコンテスト フロリダ州日本語教師会 米国 2008.04.05

2 2008年タジキスタン共和国日本語弁論大会 タジキスタン共和国日本語教師会 タジキスタン 2008.04.05

3 第7回シベリア地域日本語弁論大会 イルクーツク国立言語大学 ロシア 2008.04.11

4 第1回安徽省日本語スピーチコンテスト 安徽大学外国語学院 中国 2008.04.12

5 テネシー州日本語弁論大会 バンダビルト大学 米国 2008.04.12

6 第32回日本語弁論大会 チェコ日本語教師会 チェコ 2008.04.12

7 第14回日本語弁論大会 キリル・メトディ国際基金 ブルガリア 2008.04.12

8 第30回ハワイ日系人連合協会日本語話し方大会 ハワイ日系人連合協会 米国 2008.04.19

9 第12回瀋陽日本語弁論大会 瀋陽日本人会 中国 2008.04.20

10 第19回アリゾナ日本語弁論大会 アリゾナ日本語教師協会 米国 2008.04.21

11 ノースカロライナ州高校生日本語スピーチ・コンテスト ノースカロライナ日本語教師会 米国 2008.04.26

12 第5回日本語スピーチコンテスト アイスランド大学 アイスランド 2008.04.26

13 第17回バルセロナ日本語弁論大会 バルセロナ水曜会 スペイン 2008.04.26

14 第10回2007－2008日本語スピーチコンテスト JICAモロッコ日本語教師会 モロッコ 2008.04.26

15 第14回ホーチミン市日本語スピーチコンテスト ホーチミン市日本語教師会 ベトナム 2008.05.11

16 第28回日本語弁論大会 日本文化研究会 ギリシャ 2008.05.11

17 第8回日本語発表会・スピーチコンテスト ザグレブ大学哲学部 クロアチア 2008.05.12

18 第11回日本語弁論大会 国立サン・カルロス大学言語セン
ター

グアテマラ 2008.05.17

19 第2回シベリア日本語弁論大会 シベリア日本語教育協会 ロシア 2008.05.17

20 第9回日本語スピーチコンテスト ミャンマー元日本留学生協会MAJA ミャンマー 2008.05.24

期間

海外において日本語弁論大会を開催しようとする現地機関に対して、賞品等の一部を助成する。

合計額 8,731,337 円
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日本語事業費

事業名 助成機関 対象国 期間

21 第25回メキシコ日本語弁論大会 メキシコ日本語教師会 メキシコ 2008.05.25

22 第12回日本語スピーチ競演大会（光州） 湖南大学校 韓国 2008.05.30

23 第2回日本語弁論大会 クウェート大学生涯学習センター クウェート 2008.06.02

24 第13回ハバナの日本語弁論大会 ハバナ大学外国語学部 キューバ 2008.06.16

25 第6回エルサルバドル日本語スピーチコンテスト2008 エルサルバドル大学 エルサルバドル 2008.06.27

26 第17回日本語弁論大会（済州） 済州道韓日親善協会 韓国 2008.07.01

27 第22回ブルネイ日本語弁論大会 ブルネイ教育省技術教育局生涯教
育課

ブルネイ 2008.07.01

28 2008年度香港日本語弁論大会 香港日本文化協会 中国 2008.07.06

29 第40回日本大使杯日本語スピーチコンテスト シンガポール日本文化協会 シンガポール 2008.07.06

30 A.C.T.日本語弁論大会（ワラマンガ） 首都特別地域日本語教師会 オーストラリア 2008.08.01

31 マッセイ大学スピーチコンテスト マッセイ大学言語学科東アジア・
プログラム

ニュージーランド 2008.08.01

32 第38回日本語スピーチ大会（ブリスベン） クィーンズランド言語教師協会 オーストラリア 2008.08.18

33 第2回ヤウンデにほんごコンテスト アフリカにほんいえ カメルーン 2008.08.28

34 第20回日本語スピーチコンテスト パラグアイ日本人会連合会 パラグアイ 2008.09.06

35 第39回西豪州日本語スピーチコンテスト イーデス・コーワン大学 オーストラリア 2008.09.14

36 第12回日本語弁論大会 エクアドル・カトリック大学 エクアドル 2008.09.20

37 第7回バクー日本語弁論大会 バクー国立大学 アゼルバイジャン 2008.09.20

38 第6回ベラルーシ日本語弁論大会 ベラルーシ日本語教師会 ベラルーシ 2008.09.26

39 第24回パラナ日本語スピーチコンテスト クリチーバ日伯文化援護協会日本
語講座

ブラジル 2008.09.27

40 第13回ウクライナ日本語弁論大会 ウクライナ日本語教師会 ウクライナ 2008.09.27

41 第2回ダナン日本語まつり ダナン外国語大学 ベトナム 2008.09.30

42 第12回ロシア極東・東シベリア日本語教育セミナー、
第13回ロシア極東・東シベリア日本語弁論大会

サハリン国立総合大学付属経済
東洋学大学

ロシア 2008.10.01
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日本語事業費

事業名 助成機関 対象国 期間

43 2008全ケニア日本語弁論大会 ケニア日本語教師会 ケニア 2008.10.04

44 第3回中国大学院生日本語スピーチ・討論コンテスト 第３回中国大学院生日本語スピー
チ・討論コンテスト実行委員会

中国 2008.10.05

45 第27回日本語お話・弁論大会（ベレン） 汎アマゾニア日伯協会 ブラジル 2008.10.05

46 第7回東北伯日日本語スピーチコンテスト　サルバドー
ル大会（バイア）

バイア日伯文化協会連合会 ブラジル 2008.10.05

47 第14回汎ブラジリア日本語スピーチコンテスト ブラジリア日本語普及協会 ブラジル 2008.10.05

48 第18回コロンビアカリ日本語スピーチコンテスト コロンビア日系人協会付属日本語
学校

コロンビア 2008.10.11

49 第30回リオデジャネイロ弁論大会兼第14回3州地方予選 リオデジャネイロ日伯文化協会 ブラジル 2008.10.11

50 第18回日本語弁論大会 在ウルグアイ日本人会 ウルグアイ 2008.10.12

51 第29回サンパウロ日本語スピーチコンテスト ブラジル日本語センター ブラジル 2008.10.19

52 第27回日本語スピーチコンテスト 日智文化協会 チリ 2008.10.20

53 「こんにちは」日本語弁論大会 カシミア高校 ニュージーランド 2008.10.24

54 第8回日本語スピーチコンテスト サモア国立大学 サモア 2008.10.25

55 第22回ボゴタ日本語弁論大会 ハベリアーナ大学 コロンビア 2008.10.25

56 第27回日本語弁論大会（ポルトアレグレ） リオグランデドスールカトリック
大学

ブラジル 2008.10.25

57 第28回全国日本語弁論大会 ペルー日系人協会 ペルー 2008.10.26

58 第21回CIS学生日本語弁論大会 CIS日本語教師会 ロシア 2008.10.27

59 第2回日本語スピーチコンテスト ホンジュラス国立教育大学 ホンジュラス 2008.11.01

60 第16回日本語スピーチコンテスト ハンガリー日本語教師会 ハンガリー 2008.11.01

61 第11回シリア日本語スピーチコンテスト 在シリア日本語教師会 シリア 2008.11.01

62 第35回日本語弁論大会（サンフランシスコ） 北加日米会 米国 2008.11.02

63 第21回北部地区日本語弁論大会（ニューデリー） 文部省留学生協会（モサイ） インド 2008.11.03
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日本語事業費

事業名 助成機関 対象国 期間

64 第22回コロラド州日本語弁論大会 コロラド大学東アジア言語文明学
部

米国 2008.11.08

65 第8回日本語弁論大会 コスタリカ日本人会 コスタリカ 2008.11.08

66 第16回日本語スピーチコンテスト 在亜日本語教育連合会 アルゼンチン 2008.11.09

67 第8回全国大学生日本語弁論大会 国立昌原大学校 韓国 2008.11.15

68 第5回日本語弁論大会（ラスベガス） 南ネバダ日本語教師会 米国 2008.11.15

69 第17回アンカラ日本語弁論大会 アンカラ日本語弁論大会実行委員
会

トルコ 2008.11.16

70 第7回日本語スピーチコンテスト モンゴル国立科学技術大学 モンゴル 2008.11.22

71 日本語スピーチコンテスト（チェンナイ） 印日商工会議所 インド 2008.11.22

72 第21回東インド弁論大会 印日福祉文化協会 インド 2008.12.01

73 第5回日本語スピーチコンテスト イエメン・日本友好協会 イエメン 2008.12.01

74 第2回日本語コンクール アフリカ高等経営学センター セネガル 2008.12.06

75 第4回モルドバ日本語弁論大会 モルドバ日本交流財団 モルドバ 2008.12.13

76 第20回スペイン人による日本語弁論大会 日西文化協会TORA スペイン 2009.01.16

77 第7回セブ日本語弁論大会 セブ日本人会 フィリピン 2009.01.31

78 第20回テキサス州日本語弁論大会 テキサス州日米協会連合 米国 2009.02.01

79 第11回日本語弁論大会 中米大学 ニカラグア 2009.02.01

80 第13回2009年日本語スピーチコンテスト ガーナJICA研修生会 ガーナ 2009.02.14

81 第21回西インド地区日本語弁論大会 プネ印日協会 インド 2009.02.16

82 第12回日本語スピーチコンテスト 王立プノンペン大学外国語学部 カンボジア 2009.02.21

83 第24回カラチ日本語弁論大会 パキスタン・日本文化協会（シン
ド）

パキスタン 2009.02.22

84 第12回CSLA日本語スピーチコンテスト カリフォルニア州立大学ロサンゼ
ルス校

米国 2009.02.28
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日本語事業費

事業名 助成機関 対象国 期間

85 第21回ブリティッシュ・コロンビア州日本語弁論大会 ブリティッシュ･コロンビア州日
本語弁論大会実行委員会

カナダ 2009.03.01

86 第11回アトランティック・カナダ日本語弁論大会 セント・トーマス大学 カナダ 2009.03.01

87 第20回ケベック州日本語弁論大会 マギル大学 カナダ 2009.03.01

88 第7回アイルランド日本語弁論大会 アイルランド日本語教師会 アイルランド 2009.03.01

89 第29回日本語弁論大会 ポーランド日本語教師会 ポーランド 2009.03.01

90 第8回日本語弁論大会 ラトビア日本語弁論大会実行委員
会

ラトビア 2009.03.01

91 第12回日本語スピーチコンテスト ヨルダン大学 ヨルダン 2009.03.01

92 第23回デューク大学日本語スピーチコンテスト デューク大学 米国 2009.03.02

93 モンタナ第1回スピーチコンテスト「伝統と現代の日本
文化の魅力」

モンタナ大学 米国 2009.03.06

94 第27回オンタリオ州日本語弁論大会 オンタリオ州日本語弁論大会実行
委員会

カナダ 2009.03.07

95 第18回アルバータ地区日本語弁論大会 カルガリー大学 カナダ 2009.03.07

96 第20回マニトバ日本語弁論大会 マニトバ大学 カナダ 2009.03.07

97 第20回オタワ日本語弁論大会 オタワ日本語弁論大会準備委員会 カナダ 2009.03.07

98 2009年JASCO日本語スピーチコンテスト（コロンバス） セントラル･オハイオ日米協会 米国 2009.03.07

99 第17回イスタンブール日本語弁論大会 イスタンブール日本語弁論大会実
行委員会

トルコ 2009.03.08

100 第27回日本語弁論大会 ネパール日本語教師協会 ネパール 2009.03.10

101 第6回エストニア国内日本語弁論大会 エストニア日本語教師会 エストニア 2009.03.13

102 第11回カザフスタン日本語弁論大会 カザフスタン日本語教師会 カザフスタン 2009.03.14

103 第2回中南部日本語弁論大会（ニューオリンズ） ルイジアナ日本語教師会 米国 2009.03.15

104 2008年秋期キルギス共和国日本語弁論大会 キルギス日本語教師会 キルギス 2009.03.15

105 第33回日本語スピーチコンテスト ダッカ日本語教室同窓会 バングラデシュ 2009.03.20
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日本語事業費

事業名 助成機関 対象国 期間

106 第21回2009年度日本語弁論大会 スリランカ日本語教育協会 スリランカ 2009.03.21

107 第17回ウズベキスタン日本語弁論大会 ウズベキスタン日本語弁論大会実
行委員会

ウズベキスタン 2009.03.21

108 第13回日本語弁論大会 ルーマニア日本語教師会 ルーマニア 2009.03.21

109 第6回ラオス日本語スピーチコンテスト チャンパ日本語学校 ラオス 2009.03.22

110 第14回高校生のための日本語スピーチコンテスト
（ニューヨーク）

米国北東部日本語教師会 米国 2009.03.25

111 第26回日本語スピーチ＆スキットコンテスト（シアト
ル）

兵庫経済文化センター 米国 2009.03.28

112 2009年日本語スピーチコンテスト（アトランタ） ジョージア日米協会 米国 2009.03.28

113 第6回アラスカ州日本語スピーチコンテスト アラスカ日本語教師会 米国 2009.03.28

114 第24回日本語で語る会 フィンランド・日本語日本文化教
師会

フィンランド 2009.03.28

115 第20回全カナダ日本語弁論大会 全カナダ日本語弁論大会実行委員
会

カナダ 2009.03.29
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日本語事業費

 ２．日本語派遣・助成費 ／ (7) 日本語教育プロジェクト支援（ネットワーク形成助成）

合計額 14,819,083 円

事業名 助成機関 対象国 事業内容

1 第10回フランス日本語
教育シンポジウム

フランス日本語教師会 フランス 2008.04.25 ～ 2008.04.26 テーマ「日本語・日本人・日本文化論－言語理論から教
育現場まで」講演、ワークショップ、研究発表、実践報
告を通して参加者たちに日本語と日本語教育についての
知識・洞察を深め、意見交換をする場を提供する。時代
に適った質の高い日本語教育に対応できるプログラムを
組むことを目的として実施。

2 第12回中央アジア日本
語教育セミナー

キルギス日本語教師会 キルギス 2008.05.02 中央アジア各地で活動している日本語教師が、招聘講師
による講義やワークショップなどの研修に参加すること
によって、日本語教育の知識や教授技術、また日本語教
師としての資質を磨き、自らの日本語教師としての専門
性を高めることを目的として実施。

3 2008年日本語教育シン
ポジウム

モンゴル日本語教師会 モンゴル 2008.06.14 ～ 2008.06.15 モンゴルの日本語教師間のネットワークの促進及び日本
語教育能力水準の向上を目的として実施。

4 日本語教育学会世界大
会2008

大韓日語日文学会 韓国 2008.07.11 ～ 2008.07.13 「グローバル化時代に応えられる日本語教育の広域ネッ
トワーク作り」をテーマとし、人的ネットワークおよび
学問的ネットワークをキーワードに各国の現状および課
題、今後の具体策について討論し、「日本語教育の広域
ネットワーク」について考えることを目的として実施。

5 第4回ブルガリア日本
語教育セミナー

ブルガリア日本語教師
会

ブルガリア 2008.07.25 ～ 2008.07.27 ブルガリア及び東欧諸国の日本語教育水準の向上を図る
と共に、当地域の日本語教師間の情報交換とネットワー
ク構築を促進することを目的として実施。

6 カナダ日本語教育振興
会2008年度年次大会

カナダ日本語教育振興
会

カナダ 2008.08.15 ～ 2008.08.18 大会のテーマは、「変わりゆく日本語と日本と教育の
今」とし、基調講演、教師研修会、パネルディスカッ
ションにおいては「外来語」そして「待遇表現とその多
様性」という日本の柱を中心に実施。

7 日本語教育分野方針策
定会議(米国日本語教
師会連盟)

米国日本語教師会連盟 米国 2008.08.22 ～ 2008.08.23 米国における日本語教育界のリーダーを集めて、米国日
本語教師会連盟の過去10年の活動評価を行うとともに、
今後の役割・方針を決定。

8 第13回ヨーロッパ日本
語教育シンポジウム

トルコ日本語教師会 トルコ 2008.08.27 ～ 2008.08.29 「多文化共生の時代と日本語教育」をテーマに、4つの
講演、ワークショップ、フォーラムなどを組み、トルコ
および欧州の日本語教育関係者が自己研鑽・交流する場
を提供。

期間

海外の日本語教師、日本語教育研究者、日本語教育機関のネットワーク化を促進することを目的に、各国の日本語教師会、日本語教育学会、高等教育機関、研究機
関などに対し、日本語教育に関する学術会議、セミナー、ワークショップ、日本語教師研修会等のプロジェクト実施経費の一部を助成する。
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日本語事業費

事業名 助成機関 対象国 事業内容期間

9 第11回BATJ大会 英国日本語教育学会
（BATJ)

英国 2008.09.05 ～ 2008.09.06 英国内の高等教育機関において日本語教育に携わってい
る者に対して研究発表の場および意見交換、情報交換の
機会を提供する。さらに、日本語教育や言語、教育関連
の専門家による講演・ワークショップを通じて会員の啓
蒙と専門的知識の向上を目指すことを目的として実施。

10 トゥルク諸国日本語
教育セミナー

アンカラ大学 トルコ 2008.09.08 ～ 2008.09.09 トゥルク諸国の日本語教育関係者間での意見・情報交換
を通して、効果的な日本語教育とは何かを検討する。ま
たトゥルク諸国内において、日本語教育関係者のネット
ワークを形成し、共同研究や、勉強会などが行える場を
提供することを目的として実施。

11 第20回ドイツ語圏中等
教育日本語教師研修会

ドイツ語圏中等教育
日本語教師会

ドイツ 2008.09.12 ～ 2008.09.14 ドイツの中等教育における授業の中での添削、また統合
卒業試験（Zentral Abitur）または卒業試験（Abitur）
の評価基準を実現するための理論と実際について議論す
ることを目的として実施。

12 第3回ルーマニア日本
語教師会日本語教育･
日本語学シンポジウム

ルーマニア日本語教師
会

ルーマニア 2008.09.20 ～ 2008.09.21 ルーマニアの国内と隣国の日本語教育関係者（教師・学
生・院生）のネットワーク形成とその発展、および研
修。日本語教師のモチベーションを高めることを目的と
して実施。

13 大学日語教学研究会
第4回大会

大学日語教学研究会 中国 2008.09.27 ～ 2008.09.28 中国大学日語教学研究会日語分会と同会指導委員会日本
語部主催の大学非専攻日本語教育を中心とする国際シン
ポジウム。「大学日語教学大綱」の修訂、教材の開発お
よび大学日本語四級試験について国内外の日本語教師約
100名が集まり、意見交換を行うことを目的として実
施。

14 2008 清華大学日本言
語文化国際フォーラム

清華大学 中国 2008.10.10 ～ 2008.10.12 国内外の第一線で活躍している日本語・日本語教育研究
者を集めて、学問的交流の促進を図り、新しい研究成果
に発表の場を提供することによって、中国における日本
語学と日本語教育研究の進展に貢献することを目的とし
て実施。

15 日本語教育国際シンポ
ジウム「東南アジアに
おける日本語教育の展
望」

タマサート大学教養学
部日本語学科

タイ 2008.10.16 ～ 2008.10.17 2006年にインドネシアで開催された東南アジア日本語サ
ミットに引き続き、日本語教育国際シンポジウムを開
催。日本語教育に関する国際間の学術的交流、東南アジ
アにおける日本語教育ネットワーク構築、日本語教育力
の向上を促進を目的として実施。

16 韓国西海岸（全羅道）
のキャリア日本語ネッ
トワーク

国立群山大学校人文大
学

韓国 2008.11.01 韓国西海岸地域の発展に対応した日本語教育の研究を即
時共有化できるネットワーク形成と日本語関連人材活用
情報発信。

17 ウズベキスタン日本語
教育セミナー2008

ウズベキスタン日本語
教師会

ウズベキスタン 2008.11.06 ～ 2008.11.08 現在ウズベキスタンで行われている日本語の研究の発表
の場と、交流の機会を作り、日本語教育、日本研究機関
のネットワークの形成を促進する目的で実施。
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日本語事業費

事業名 助成機関 対象国 事業内容期間

18 フィリピン人日本語講
師向けセミナー

フィリピン人日本語教
師会(AFINITE)

フィリピン 2008.11.15 ～ 2008.11.16 日本語教育普及のための国レベルでのアプローチを目的
とし、フィリピンでの日本語教師のネットワーキングに
ついてグループディスカッションとレクチャーを実施。

19 全米日本語教師会学会 全米日本語教師会 米国 2008.11.20 ～ 2008.11.23 米国の各地教師団体と全国教師団体とのネットワーク形
成。ワークショップ、パネル討論会などの実施。日本語
教育のインフラの強化をボトムアップのネットワークを
通じ行う。本年はフロリダ州オーランドで開催。

20 「大学院における日本
研究への道―日本語教
育を踏まえて―」

ハノイ大学 ベトナム 2008.11.21 ベトナム国内をはじめ、アジア地域、外国の日本語教
育・日本研究に携わる教育者・研究者と意見交換を行
い、交流の場を設け、日本語教育を日本研究に繋げる役
割を再び認識し、より効果を向上させることを目的とし
て実施。

21 若手日本語教育研究者
育成シンポジウム

ニューサウスウェール
ズ大学

オーストラリア 2008.12.12 ～ 2008.12.13 世界各地で行われている若手日本語教育研究者育成の努
力を集結することで、より実りのあるものとし、国際的
日本語教育研究者の育成、各地の大学院間の国際連携、
日本語教育研究のさらなる発展を目標として実施。

22 中国日本語教育研究
学会2008年度年会

中国日本語教育研究会 中国 2008.12.12 ～ 2008.12.14 中国国内の日本語教育、日本学研究者間の学術、情報の
交流の向上。中国日本語教育、日本学研究国際シンポジ
ウム：中国の日本語教師間の情報交換、交流と共同研究
の促進、及び日本語能力、日本語教育能力の向上を目指
すことを目的として実施。

23 日本語教授法と評価法
に関する全国ワーク
ショップ

全インド日本語教師会 インド 2008.12.19 ～ 2008.12.21 様々な日本語教育機関からの教授法と評価方法の意見集
約、新日本語能力試験について等の専門家からの講義、
その記録の出版。

24 教育目的に沿ったペー
パーテストの作成技術
に関する発表と検討会
およびワークショップ

インドネシア日本語教
育学会ジャポタベック
支部

インドネシア 2009.02.11 ～ 2009.02.12 2日間にわたり基金専門家を中心としたペーパーテスト
に関する基礎的なレクチャーやテスト作成の技術や留意
点について学ぶワークショップを実施。また、選考を
通った発表者に授業で実際に行ったペーパーテストにつ
いて、その内容や目的などについて発表してもらい、参
加者と共に討議・検討。

25 2008年度 日本語教育
シンポジウム

メキシコ日本語教師会 メキシコ 2009.02.27 ～ 2009.03.01 メキシコ日本語教師会設立の目的の一つである教師の質
の向上に資するため、アメリカの「教師成長支援プログ
ラム」の理論を学ぶことを目的として実施。

26 第19回全国定例研修会
(2009)

社団法人ドイツ市民大
学日本語講師の会

ドイツ 2009.03.13 ～ 2009.03.15 日本から日本語教育現場で活躍している現役の教師を招
へいし、実践的な日本語教育法を講義するとともに日本
における最新の日本語教授法を学ぶことを目的として実
施。
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日本語事業費

事業名 助成機関 対象国 事業内容期間

27 第15回ドイツ語圏大学
日本語教育研究会シン
ポジウム

ドイツ語圏大学日本語
教育研究会

ドイツ 2009.03.13 ～ 2009.03.15 過去15年間の日本語教育の推移を踏まえ、現在直面する
問題を分析し、EU圏レベルでとらえたドイツ語圏におけ
る日本語教育の将来に備える。講師に日本語教育の原点
に関わる講義をしてもらい、会員の実践報告・研究発表
に対する示唆をうけることを目的として実施。

28 イタリア日本語教育協
会研修会

イタリア日本語教師会 イタリア 2009.03.20 ～ 2009.03.21 日本から専門家の講師となる先生を招聘し、日本語学、
日本語教育に関するセミナー、及びワークショップ形式
の研修会。

29 日本語教育セミナー スイス日本語教師の会 スイス 2009.03.21 ～ 2009.03.22 スイス及びリヒテンシュタインの日本語教師の能力向
上、日本語教育に関する情報提供、教師間の情報交換。

30 第8回ウクライナ日本
語教育セミナー

ウクライナ日本語教師
会

ウクライナ 2009.03.21 ウクライナ全土の日本語教師および日本語教育のレベル
アップと情報交換。
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日本語事業費

 ２．日本語派遣・助成費 ／ (8) 日本語教育専門家派遣（JFボランティア・指導助手）

氏名 対象機関 対象国

1 夷石　寿賀子 パリ日本文化会館 フランス 2006.06.12 ～ 2008.07.18

2 村中　雅子 パリ日本文化会館 フランス 2008.07.09 ～ 2010.07.08

3 ハノイ貿易大学 2006.07.22 ～ 2008.07.31
ベトナム日本人材協力センター

4 ハノイ貿易大学 2006.07.25 ～ 2008.07.24
ベトナム日本人材協力センター

5 中川　美保 カンボジア日本人材開発センター カンボジア 2006.08.01 ～ 2008.07.31

6 倉持　和菜 チューバナン中学校 ベトナム 2006.08.03 ～ 2008.08.02

7 田渕　七海子 ラオス日本人材開発センター ラオス 2006.09.01 ～ 2008.08.31

8 月森　育子 日本美術技術センター ポーランド 2006.08.15 ～ 2008.08.31

9 中尾　有岐 ソフィア大学 ブルガリア 2008.08.16 ～ 2010.08.15

10 小林　ますみ ダマスカス大学 シリア 2006.08.20 ～ 2008.07.31

11 冨永　正人 ダマスカス大学 シリア 2008.08.20 ～ 2010.07.31

12 菅原　和未 キルギス日本人材開発センター キルギス 2006.08.21 ～ 2008.07.31

13 砂金　里奈 カザフスタン日本人材開発センター カザフスタン 2006.08.23 ～ 2008.06.30

14 小関　智子 ウズベキスタン人材開発日本センター ウズベキスタン 2006.08.23 ～ 2008.07.31

15 福永　達士 ベトナム日本文化交流センター ベトナム 2008.08.25 ～ 2010.08.24

16 宇都宮　絵理 ブカレスト大学 ルーマニア 2008.08.31 ～ 2010.08.31

17 角田　依子 ブダペスト日本文化センター ハンガリー 2007.09.01 ～ 2009.08.31

18 岩崎　かほり THE CENTER OF JAPANESE ART AND TECHNOLOGY ”MANGGHA” ポーランド 2008.09.10 ～ 2010.09.09

岡田　叔子 ベトナム

ジャパンファウンデーション・ボランティアのひとつとして、日本語教育ボランティアを海外の日本語教育機関に派遣。

山本　真理 ベトナム

期間

合計額 39,865,717 円
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日本語事業費

 ３．日本語能力試験費 ／ (1) 日本語能力試験実施

国・地域 都市 受験者数 国・地域 都市 受験者数 国・地域 都市 受験者数 国・地域 都市 受験者数

1 韓国 ソウル 35,911 37 ＜台湾＞ 台北 35,760 73 ネパール カトマンズ 849 109 ベネズエラ カラカス 128
2 釜山 22,430 38 高雄 12,488 74 パキスタン イスラマバード 24 110 ペルー リマ 296
3 全州 7,012 39 台中 10,938 75 カラチ 40 111 ボリビア サンタクルス 234
4 済州 1,176 40 モンゴル ウランバートル 1,095 76 バングラデシュ ダッカ 212 112 ラパス 61
5 仁川 15,210 41 インドネシア ジャカルタ 3,390 77 オーストラリア キャンベラ 61 113 イタリア ローマ 324
6 中国 北京 17,496 42 バンドン 1,625 78 ブリスベン 210 114 ミラノ 319
7 上海 35,534 43 スラバヤ 1,108 79 パース 126 115 英国 ロンドン 795
8 長春 6,149 44 メダン 695 80 シドニー 385 116 ギリシャ アテネ 292
9 大連 17,329 45 ジョグジャカルタ 790 81 メルボルン 205 117 スイス ベルン 212
10 広州 13,199 46 パダン 449 82 アデレード 53 118 スペイン バルセロナ 390
11 瀋陽 6,977 47 デンパサール 340 83 ニュージーランド オークランド 312 119 マドリード 458
12 天津 10,224 48 カンボジア プノンペン 799 84 ウェリントン 86 120 デンマーク コペンハーゲン 84
13 ハルピン 4,603 49 シンガポール シンガポール 4,994 85 クライストチャーチ 78 121 ドイツ デュッセルドルフ 493
14 西安 6,925 50 タイ バンコク 12,851 86 カナダ バンクーバー 394 122 シュトゥットガルト 377
15 重慶 1,303 51 チェンマイ 1,852 87 トロント 361 123 ベルリン 275
16 済南 4,485 52 ソンクラー 319 88 エドモントン 125 124 フィンランド ヘルシンキ 112
17 武漢 9,111 53 コンケン 824 89 米国 ロサンゼルス 556 125 フランス パリ 1,097
18 厦門 4,081 54 フィリピン マニラ 2,020 90 シカゴ 442 126 リヨン 212
19 杭州 13,762 55 セブ 413 91 ニューヨーク 369 127 ウクライナ キエフ 371
20 フフホト 1,485 56 ダバオ 290 92 ホノルル 114 128 ウズベキスタン タシケント 299
21 洛陽 2,212 57 ブルネイ バンダルスリブガワン 51 93 アトランタ 252 129 カザフスタン アルマトイ 127
22 蘇州 7,434 58 ベトナム ハノイ 5,806 94 サンフランシスコ 485 130 キルギス ビシュケク 189
23 青島 3,833 59 ホーチミン 8,048 95 ワシントンD.C. 418 131 ハンガリー ブダペスト 521
24 長沙 3,688 60 マレーシア クアラルンプール 2,709 96 シアトル 290 132 ブルガリア ソフィア 201
25 成都 2,092 61 ペナン 622 97 フェイエットビル 78 133 ポーランド ワルシャワ 348
26 南京 10,924 62 イポー 131 98 メキシコ メキシコシティー 1,177 134 ルーマニア ブカレスト 340
27 合肥 3,500 63 コタキナバル 235 99 アルゼンチン ブエノスアイレス 700 135 ロシア モスクワ 857
28 深圳 4,572 64 ミャンマー ヤンゴン 2,422 100 パラグアイ アスンシオン 643 136 ウラジオストク 314
29 南昌 4,549 65 ラオス ビエンチャン 121 101 ブラジル サンパウロ 2,181 137 ノボシビルスク 217
30 石家庄 1,773 66 インド ニューデリー 1,569 102 ロンドリーナ 436 138 ハバロフスク 211
31 太原 1,602 67 プネ 1,512 103 ベレーン 85 139 ユジノサハリンスク 145
32 寧波 3,208 68 コルカタ 434 104 リオデジャネイロ 264 140 イルクーツク 111
33 無錫 3,792 69 チェンナイ 1,497 105 ポルトアレグレ 94 141 サンクトペテルブルク 198
34 貴陽 2,021 70 バンガロール 894 106 ブラジリア 144 142 トルコ アンカラ 266
35 ウルムチ 101 71 ムンバイ 763 107 サルバドール 75 143 エジプト カイロ 250
36 香港 15,414 72 スリランカ コロンボ 1,195 108 マナウス 113 144 ケニア ナイロビ 83

449,810

日本国内外において日本語を母語としない者を対象として、その日本語能力を測定し認定することを目的とする。国際交流基金は、このうち海外分（台湾を除く）
を、各地の試験実施機関の協力を得て実施した。

※台湾での実施は、財団法人・交流協会が担当。
受 験 者 数 合 計

※ボゴタ（コロンビア）は、現地事情により、本年度日本語能力試験新規実施見送り。

合計額 252,745,779 円
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日本語事業費

 ３．日本語能力試験費 ／ (2) 評価開発

合計額 97,206,289 円

事業名 事業内容

1 分析評価報告書作成 2008.04.01 ～ 2009.03.31 今後のより良いテスト問題作成に資するとともに、日本語教育の研究者等に日本語テ
スト研究用資料を提供するため、『平成18年度日本語能力試験 分析評価に関する報告
書』を刊行するとともに、『平成19年度日本語能力試験　分析評価に関する報告書』
の刊行準備を実施。

2 日本語能力試験 改善に関する検
討会

2008.04.01 ～ 2009.03.31 新試験について検討する委員会を開催。

3 モニター試験 2008.04.01 ～ 2009.03.31 新試験の妥当性と信頼性を検証するために、11月に国内で模擬試験（モニター試験）
を実施し、計2,256人が受験。また、日本国内で予備試験、香港、バンコク、ベトナム
で模擬試験（モニター試験）を実施。

試験結果を分析し、報告書を作成した。また日本語に関する知識とともに、実際に運用できる日本語能力を重視する新しい日本語能力試験、「新試験」の開
発を検討するための委員会を開催。模擬試験（モニター試験）も実施した。

期間
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日本語普及事業に必要な経費

附属機関日本語国際センター事業費

1. 研修事業費

 (1) 指導的日本語教師の養成（日本語教育指導者）

 (2) 指導的日本語教師の養成（海外日本語教師上級研修）

 (3) 海外日本語教師研修（長期）

 (4) 海外日本語教師研修（短期）

 (5) 海外日本語教師研修（国別）

 (6) 日本語学習者訪日研修（大学生）（日本語国際センター）

 (7) 日本語学習者訪日研修（高校生）（日本語国際センター）

 (8) 受託研修（日本語国際センター）

 (9) 受託研修（日本語国際センター）〔アセアン〕

(10) 受託研修（日本語国際センター）〔サーク〕

(11) 地域交流研修（日本語国際センター）

2. 制作事業費

 (1) 日本語教材自主制作・普及

 (2) 日本語教材制作支援（助成）

 (3) 日本語教材寄贈

 (4) 図書館運営（日本語国際センター）
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附属機関日本語国際センター事業費

 １．研修事業費 ／ (1) 指導的日本語教師の養成（日本語教育指導者）

合計額 30,417,412 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 日本言語文化研究プロ
グラム（18年度博士課
程）

インド 1 2007.03.26 ～ 2010.03.25 海外の日本語教育が盛んな国、若しくは今後盛んになると見込まれ
る国において、その国の日本語教育をリードする人材、つまりは日
本語教育において優れた指導能力を有し、かつ日本の文化・社会全
般に渡って知識と理解力を備えた、指導的な日本語教育分野関連で
の研究者、教師、及びその国の日本語教育施策の企画と推進の中心
的な担い手となる実務者を養成する。本プログラムは国際交流基金
日本語国際センター、国立国語研究所、政策研究大学院大学の3機
関が連携して運営する3年間の博士課程。
パンダ PANDA, Nabin Kumar（デリー大学）は2007年4月に入学した
4期生であり、引続き研究継続中。

2 カザフスタン 1 2007.09.27 ～ 2008.09.15
タイ 1
ドイツ 1
ベトナム 2
韓国 1
中国 2

3 日本言語文化研究プロ
グラム（19年度博士課
程）

モンゴル 1 2007.09.27 ～ 2010.09.26 海外の日本語教育が盛んな国、若しくは今後盛んになると見込まれ
る国において、その国の日本語教育をリードする人材、つまりは日
本語教育において優れた指導能力を有し、かつ日本の文化・社会全
般に渡って知識と理解力を備えた、指導的な日本語教育分野関連で
の研究者、教師、及びその国の日本語教育施策の企画と推進の中心
的な担い手となる実務者を養成する。本プログラムは国際交流基金
日本語国際センター、国立国語研究所、政策研究大学院大学の3機
関が連携して運営する3年間の博士課程である。
ツェツェグ ULAMBAYAR, Tsetsegdulam（モンゴル科学技術大学）
は、2007年9月に入学した5期生であり、引続き研究継続中。

海外の日本語教育機関等の現職日本語教師もしくは日本語教授経験者を対象として、１年間で博士前期課程（修士）、３年間で博士後期課程（博士）を修了するも
のであり、各国における日本語教育指導者の養成を目的とする。

期間

日本語教育指導者養成
プログラム（19年度修
士課程）

海外の日本語教育機関等の現職日本語教師もしくは日本語教授経験
者を対象として、1年間で博士前期課程（修士）を修了するもので
あり、各国における日本語教育指導者の養成を目的とする。「国立
国語研究所」及び「政策研究大学院大学」の2機関と連携し、3機関
の指導講師による日本語教育における高度で実践的な学位プログラ
ムとする。最終試験で所定の成績に達した者に対して、政策研究大
学院大学の修士号（日本語教育）を授与する。今年度は、6か国よ
り8名を招へい。
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附属機関日本語国際センター事業費

事業名 対象国 人数 事業内容期間

4 韓国 1 2008.09.25 ～ 2009.09.18
中国 2
フィリピン 1
ベトナム 1
ペルー 1

5 日本言語文化研究プロ
グラム（20年度博士課
程）

インドネシア 1 2008.09.25 ～ 2011.09.30 海外の日本語教育が盛んな国、若しくは今後盛んになると見込まれ
る国において、その国の日本語教育をリードする人材、つまりは日
本語教育において優れた指導能力を有し、かつ日本の文化・社会全
般に渡って知識と理解力を備えた、指導的な日本語教育分野関連で
の研究者、教師、及びその国の日本語教育施策の企画と推進の中心
的な担い手となる実務者を養成する。本プログラムは国際交流基金
日本語国際センター、国立国語研究所、政策研究大学院大学の3機
関が連携して運営する3年間の博士課程である。
NAJOAN, Franky Reymond（マナド国立大学）

6 2008.04.01 ～ 2010.03.31

 １．研修事業費 ／ (2) 指導的日本語教師の養成（海外日本語教師上級研修）

合計額 3,556,354 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 インドネシア 1 2008.05.28 ～ 2008.07.25
ベトナム 2
マレーシア 1
ミャンマー 1
イラン 1

修士修了者支援事業 中国
フィリピン

修士プログラム修了者の研究の発展と継続を奨励するため、（日本
国内の）日本語関係の学会にて発表の機会を得た2名の修了生に対
して、旅費を援助。

期間

日本語国際センター研修修了生の中で、より高度な専門知識、技能を求め、日本語教育実践において実現・解決したい具体的な課題を有する者を2ヶ月間招へい
し、自立的な問題解決能力の育成を図ることを目的とする。

日本語教師上級研修
20年度

日本語教師として豊富な知識と高い能力を持つ者を対象に、教育現
場での専門的知識と実践能力の育成、および各自のプロジェクトの
遂行による教師としての専門性の向上を目的とした集中研修を行
う。5カ国から6名を招へい。

日本語教育指導者養成
プログラム（20年度修
士課程）

海外の日本語教育機関等の現職日本語教師もしくは日本語教授経験
者を対象として、1年間で博士前期課程（修士）を修了するもので
あり、各国における日本語教育指導者の養成を目的とする。「国立
国語研究所」及び「政策研究大学院大学」の2機関と連携し、3機関
の指導講師による日本語教育における高度で実践的な学位プログラ
ムとする。最終試験で所定の成績に達した者に対して、政策研究大
学院大学の修士号（日本語教育）を授与する。2008年度は、5か国
より6名を招へい。
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附属機関日本語国際センター事業費

 １．研修事業費 ／ (3) 海外日本語教師研修（長期）

合計額 52,245,535 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 韓国 1 2008.09.10 ～ 2009.03.06
モンゴル 2
インドネシア 6
タイ 2
フィリピン 2
ベトナム 3
ミャンマー 1
ラオス 1
スリランカ 2
ネパール 1
キューバ 1
チリ 1
パラグアイ 1
ブラジル 2
ベネズエラ 1
ウクライナ 1
ウズベキスタン 1
キルギス 2
タジキスタン 1
ルーマニア 1
ロシア 4
ケニア 1

期間

海外の中・高等教育機関等の日本語教師養成を図るため、日本語教授経験の比較的少ない教師及び日本語教師となることが既に決まっている者を5カ月半招へい
し、日本語運用能力の向上と基礎的な日本語教授法の研修を行う。

海外日本語教師
長期研修

22カ国、38名の外国人若手日本語教師を5カ月半招へい
し、日本語運用能力の向上を図るとともに、教授活動、
日本事情等を学習するための集中研修を実施。
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附属機関日本語国際センター事業費

 １．研修事業費 ／ (4) 海外日本語教師研修（短期）

合計額 62,133,727 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 インドネシア 5 2008.05.07 ～ 2008.06.26
タイ 6
フィリピン 1
マレーシア 10
スリランカ 3
オーストラリア 1
ニュージーランド 1
ウクライナ 1
カザフスタン 1
ロシア 1

2 モンゴル 3 2008.07.09 ～ 2008.08.29
インドネシア 4
タイ 1
フィリピン 1
ベトナム 6
マレーシア 1
ミャンマー 1
ラオス 1
インド 4
スリランカ 1
ネパール 1
パキスタン 1
オーストラリア 1
メキシコ 1
ブラジル 4
ベネズエラ 1
アイルランド 1
ウクライナ 1
ウズベキスタン 2
カザフスタン 1
ロシア 4
アラブ首長国連邦 1
トルコ 1

海外の初・中・高等教育機関等の日本語教師の教授能力の向上を図るため、日本語教師を2カ月間招へいし、日本語と日本語教授法及び日本事情の集中研修を実施
する。

期間

海外日本語教師短期研
修（春期）

日本語教師として2年以上の経験を持つ外国人日本語教
師10カ国30名を2カ月間日本に招へいし、日本語、日本
語教授法、日本事情等に関する集中研修を実施。

海外日本語教師短期研
修（夏期）

海外教育機関等の日本語教師養成のため、海外23カ国か
ら43名の日本語教師を2カ月間招へいし、日本語運用能
力の向上を図るとともに、教授活動、日本事情等を学習
するための集中研修を実施。
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附属機関日本語国際センター事業費

事業名 対象国 人数 事業内容期間

3 韓国 2 2009.01.28 ～ 2009.03.20
中国 1
モンゴル 1
インドネシア 4
タイ 3
フィリピン 1
ベトナム 2
マレーシア 2
インド 2
ネパール 2
バングラデシュ 1
コロンビア 1
ボリビア 1
キルギス 1
スロバキア 1
ロシア 2

 １．研修事業費 ／ (5)海外日本語教師研修（国別）

合計額 54,695,394 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 インドネシア中等教育
日本語教師研修

インドネシア 20 2008.04.16 ～ 2008.06.06 インドネシア政府と基金ジャカルタ日本語センター共同
でインドネシア国内において1年間の日本語教師養成講
座を行っているが、この修了生20名を約2カ月間日本に
招へいし、日本語力向上と日本事情の集中研修を実施。

2 米国 5 2008.06.23 ～ 2008.07.18
英国 2

3 大韓民国中等教育日本
語教師研修

韓国 55 2008.07.23 ～ 2008.08.22 韓国政府教育部が選抜した高等学校の日本語教師55名を
約1カ月間招へいし、日本語、日本語教授法、日本事情
等に関する集中研修を実施。

4 中国大学日本語教師研
修

中国 40 2008.09.17 ～ 2008.11.06 中国の大学等高等教育機関の日本語教師を40名を約2カ
月間招へいし、現状とニーズに即した日本語、日本語教
授法、日本事情の集中研修を実施。

北米・英国初中等日本
語教師研修

米国、英国の初等・中等教育の日本語教師7名を約3週間
招へいし、日本語、日本語教授法、日本文化に関する集
中研修を実施。

期間

非公募による国・地域別日本語教師研修として、 当該国政府（教育部など）、国際交流基金海外事務所、在外公館等からの推薦により参加を決定する以下の研修
を行う。

海外日本語教師短期研
修（冬期）

日本語教師として2年以上の経験を持つ外国人日本語教
師16カ国27名を2カ月間日本に招へいし、日本語、日本
語教授法、日本事情等に関する集中研修を実施。
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附属機関日本語国際センター事業費

事業名 対象国 人数 事業内容期間

5 中国中等学校日本語教
師研修

中国 20 2009.02.04 ～ 2009.03.19 中国の中等教育機関の日本語教師20名を招へいし、日本
語運用能力の向上を図るとともに、教授活動、日本事情
等を学習するための集中研修を実施。

 １．研修事業費 ／ (6) 日本語学習者訪日研修（大学生）（日本語国際センター）

合計額 25,439,389 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 カンボジア 1 2008.10.22 ～ 2008.12.03
ウクライナ 2
ウズベキスタン 1
カザフスタン 1
キルギス 1
セルビア 1
チェコ 1
ハンガリー 1
ブルガリア 1
ベラルーシ 2
ポーランド 1
ルーマニア 1
サウジアラビア 1
トルコ 2
ケニア 1

2 インドネシア 2 2009.01.14 ～ 2009.02.25
ラオス 1
アルゼンチン 1
コロンビア 1
チリ 1
ブラジル 4
イラン 2
シリア 2
トルコ 2
エジプト 2

期間

日本語学習者訪日研修
（大学生）冬季

近年日本語学習者数の大幅な増加が見られる地域におけ
る日本語教育の拠点機関から、その大学学部で日本語を
専攻している大学生をグループで日本に招へいし、日本
語の学習及び日本文化・社会の理解のための研修の機会
を提供することにより、当該地域の大学生の日本語教育
を奨励し、日本語教育の一層の進展を図る。

近年日本語学習者数の大幅な増加が見られる地域におけ
る日本語教育の拠点機関から、その大学学部で日本語を
専攻している大学生をグループで日本に招へいし、日本
語の学習及び日本文化・社会の理解のための研修の機会
を提供することにより、当該地域の大学生の日本語教育
を奨励し、日本語教育の一層の進展を図る。

日本語学習者訪日研修
（大学生）秋季

近年、日本語学習者数の大幅な増加が見られる地域における日本語教育の拠点機関から、その大学学部で日本語を学習している学生をグループで招へいし、日本語
の学習及び日本文化・社会への理解を深める機会を提供する。
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附属機関日本語国際センター事業費

 １．研修事業費 ／ (7) 日本語学習者訪日研修（高校生）（日本語国際センター）

合計額 4,855,334 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 李秀賢氏記念韓国青少
年招へい研修

韓国 19 2009.02.10 ～ 2009.02.20 韓国で日本語を学習し日本の社会文化に関心を持つ韓国
の高校生19名を日本に招へいし、日本語及び日本の文
化、社会への理解を深めるとともに、日本の同世代の青
少年との交流を行なう。本研修は、2001年に東京JR新大
久保駅で線路に落ちた乗客を助けるため事故死した韓国
人留学生：李秀賢（イ・スヒョン）氏の勇気ある行動を
顕彰するために、国際交流基金と社団法人韓日協会が協
同で実施。

 １．研修事業費 ／ (8) 受託研修（日本語国際センター）

合計額 5,031,813 円

事業名 対象国・地域 人数 事業内容

1 台湾日本語教師訪日研
修

東アジア地域区分困難 10 2008.07.16 ～ 2008.07.17 台湾との交流事業をおこなっている財団法人交流協会が
主催し、杏林大学が受託する日本語教師の訪日研修の一
部を受託。受託内容は宿舎の提供、当センター専任講師
による講義、上級研修参加者との交流会。

2 日本語教師派遣事業 ロシア 20 2008.07.28 ～ 2008.08.06 日露青年交流センターが実施する青年日本語教師派遣事
業の派遣前研修を受託した。
主な受託内容としては、宿舎提供、図書館利用及び説
明、専任講師の講義、日本文化講師の紹介等。

3 モンゴル 4 2008.10.06 ～ 2008.10.20
台湾 1
インドネシア 2
タイ 3
ベトナム 2
マレーシア 2
インド 3
ハンガリー 1
ルーマニア 1

海外の高等学校で日本語を学習し、優秀な成績を修めている者を2週間招へいし、日本語及び日本文化・社会への理解を深め、同世代の日本の若者と交流する機会
を提供する｡

国際交流基金の業務趣旨に合致する日本語研修事業を外部から受託し実施する。

期間

期間

博報財団 博報堂が設立した財団法人博報児童教育振興会が実施す
る日本と海外の小中学校交流を目的とした事業のうち、
モンゴル、インド、タイ、インドネシア、マレーシア、
ベトナム、台湾、ハンガリー、ルーマニアの日本語教師
の訪日研修を受託した。
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附属機関日本語国際センター事業費

事業名 対象国 人数 事業内容期間

4 ハンガリー 2008.10.01 ～ 2008.12.20
ブルガリア
ポーランド
ルーマニア

5 日本語教材中日共同会
議の日本での実施協力

中国 5 2009.01.09 ～ 2009.02.15 北京日本学研究センターが笹川財団の助成を受けて実施
する日本語教材中日共同会議の日本での実施への協力。
会議に参加する中国人研究者の施設(宿泊棟、会議室)や
図書館の提供など。

6 大連市中学校日本語教
師研修（財団法人国際
文化フォーラム）

中国 4 2009.02.04 ～ 2009.03.19 財団法人国際文化フォーラムが1992年から行っている大
連市の初中等教育の日本語教育機関整備協力事業の一つ
として、新たにスターティーチャーの養成を目指して、
大連市中学校日本語教員研修を行うこととなり、その事
業を受託。「中国中等学校日本語教師研修」と合同で実
施。

 １．研修事業費 ／ (9) 受託研修（日本語国際センター）〔アセアン〕

合計額 31,336,114 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 インドネシア 7 2008.05.08 ～ 2008.07.18
カンボジア 1
タイ 10
フィリピン 4
ベトナム 7
マレーシア 6
ミャンマー 2
ラオス 1
インド 2

東アジア若手日本語教
師特別招へいプログラ
ム（JENESYS)

東アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から若手日
本語教師を招へいし、日本語教育の普及および促進の担
い手となる人材育成を行うプログラム。「21世紀東アジ
ア青少年大交流計画（JENESYS Programme）」の一環と
して実施。

期間

日本文化発信プログラ
ム

26 外務省が実施する日本文化発信プログラムを受託した社
団法人青年海外協力協会(JOCA)から同プログラムの派遣
前国内研修部分を受託した。
主な受託内容としては、宿舎提供、日本語教育関係講義
のコーディネート、図書館利用及び説明、専任講師の講
義、日本文化講師の紹介等。

国際交流基金の業務趣旨に合致する日本語研修事業を外部から受託し実施する。
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附属機関日本語国際センター事業費

 １．研修事業費 ／ (10) 受託研修（日本語国際センター）〔サーク〕

合計額 15,228,311 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 スリランカ 4 2008.03.12 ～ 2008.05.02
ネパール 7
バングラデシュ 3

2 インド 6 2009.03.11 ～ 2009.05.01
スリランカ 5
ネパール 6
バングラデシュ 4
モルディブ 2

 １．研修事業費 ／ (11) 地域交流研修（日本語国際センター）

合計額 28,000 円

事業名 対象国 人数 事業内容

1 韓国 2 2009.03.25 ～ 2009.03.31
中国 3
シンガポール 1
インド 1
オーストラリア 1
ニュージーランド 1
カナダ 1
米国 12
ブラジル 1
英国 3
ロシア 1

国際交流基金の業務趣旨に合致する日本語研修事業を外部から受託し実施する。

期間

南アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から若手日
本語教師を招へいし、日本語教育の普及および促進の担
い手となる人材育成を行うプログラム。「21世紀東アジ
ア青少年大交流計画（JENESYS Programme）」の一環と
して実施。

19年度南アジア若手日
本語教師特別招へいプ
ログラム（JENESYS)継
続

20年度南アジア若手日
本語教師特別招へいプ
ログラム（JENESYS)

南アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から若手日
本語教師を招へいし、日本語教育の普及および促進の担
い手となる人材育成を行うプログラム。「21世紀東アジ
ア青少年大交流計画（JENESYS Programme）」の一環と
して実施。

JET青年日本語研修 全国のJETフﾟロクﾞラム参加者の中から希望者27名に対
し、基礎的な日本語教授法研修を実施。

期間

日本語国際センターの位置する埼玉県、ならびに全国各自治体の国際交流活動に対する協力の観点から、JETプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業）参
加者等に対して、日本語及び教授法の研修を行う。
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附属機関日本語国際センター事業費

 ２．制作事業費 ／ (1) 日本語教材自主制作・普及

合計額 70,606,114 円

事業名 執筆者等 出版社 部数 事業内容

1 みんなの教材サ
イト

インターネット
公開

2008.04.01 ～ 2009.03.31 いつでもどこからでも利用できる教材用素材の提供を中
心としたウェブサイト「みんなの教材サイト」の運営。
平成20年度は、平成19年度に開始した再構築を完了さ
せ、10月にリニューアルオープンした。また、利用者か
らの要望が多いイラスト素材を新規開発した。

2 教科書を作ろう 監修：佐久間勝彦
執筆：坪山由美子ほか

2008.04.01 ～ 2009.03.31 日本語版・英語版の配布及び在庫管理を実施。

3 日本語教育スタ
ンダード

2008.04.01 ～ 2009.03.31 前年度に引き続き、国際交流基金関連日本語講座（ソウ
ル日本文化センター、ケルン日本文化会館、日本語国際
センター）での講座内容の再検討調査および日本語使用
行動および意識調査を実施し、評価指標作成のための
データを収集。また、専門誌や学会などを通じて、研究
成果と開発の経過を発表。

4 日本語教授法シ
リーズ・レアリ
ア・アイデア帖

①『国際交流基金日本
語教授法シリーズ/教
材開発』/島田徳子、
柴原智代
②『国際交流基金日本
語教授法シリーズ 音
声を教える』/磯村一
弘

ひつじ書房 教授法シリーズ
『教材開発』：
5,000部
『音声を教え
る』：5,000部

2008.04.01 ～ 2009.03.31 新規日本語教材『国際交流基金 日本語教授法シリー
ズ』の制作を実施。また、同教材及び『日本語教師必携
すぐ使える「レアリア・生教材」コレクションCD-ROM
ブック』の説明会を実施。

5 重点支援／イン
ドネシア

インドネシア高校用
教科書作成プロジェク
トメンバー

2008.04.01 ～ 2009.03.31 インドネシア教育省との共同事業として「普通高校・専
門高校選択必修科日本語教科書開発プロジェクト」を実
施。

6 ＤＶＤ・ＴＶ映
像教材

国際交流基金 2008.04.01 ～ 2009.03.31 映像教材「エリンが挑戦！ にほんごできます。」に関
し、国内外でのテレビ放映及び英語字幕版の制作を実
施。また、DVD教材の広報活動を実施。

7 基礎日本語学習
辞典

望月孝逸ほか 2008.04.01 ～ 2009.03.31 基礎日本語学習辞典英語版第二版に関し、アラビア語版
及びフランス語版の翻訳出版に対する支援を実施。

8 「日本語教育通
信」発行

61～63号：
各6,500部

2008.04.01 ～ 2009.03.31 海外の日本語教師に役立つ情報や教材を掲載したニュー
ズレター。日本語教育実践例、教材･図書の紹介、授業
に使える素材等から成る。2008年度は61～63号を発行。
ウェブサイトにも全文掲載。

期間

民間では未開拓であるが、必要な教材を基金で自主開発し、在外に配布ないし市販すると共に、各国語版への翻訳やテレビ日本語講座の放映を促進する事業。
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附属機関日本語国際センター事業費

事業名 執筆者等 出版社 部数 事業内容期間

9 「国際交流基金
日本語教育紀
要」発行

950部 2008.04.01 ～ 2009.03.31 国際交流基金で日本語教育に携わる専門員、専門家、職
員等の教育・研究活動の成果を発表するための論文・報
告誌。ウェブサイトにも全文掲載。平成20年度は第５号
を発行。
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附属機関日本語国際センター事業費

 ２．制作事業費 ／ (2) 日本語教材制作支援（助成）

合計額 2,923,298 円

事業名 助成機関 対象国 事業内容

1 みんなの日本語初級Ⅰ
翻訳・文法解説ウクラ
イナ語版

リヴィウシカ･ポリテ
フニカ国立大学

ウクライナ 2008.04.01 ～ 2009.03.31 『みんなの日本語初級Ⅰ　翻訳・文法解説』（スリー
エーネットワーク）のウクライナ語版。

2 みんなの日本語初級Ⅱ
翻訳・文法解説ウクラ
イナ語版

リヴィウシカ･ポリテ
フニカ国立大学

ウクライナ 2008.04.01 ～ 2009.03.31 『みんなの日本語初級Ⅱ　翻訳・文法解説』（スリー
エーネットワーク）のウクライナ語版。

3 日本語の省略がわかる
本―誰が？誰に？何
を？

明治書院 日本 2008.04.01 ～ 2009.03.31 日本語教師と中上級学習者を対象とした、日本語の項省
略についての解説と実践練習の教材。正しい文法習得だ
けでなく文化的背景も理解することで、より自然で高度
な日本語習得につなげることを目的とする。

4 らくらく日本語２ 大連出版社 中国 2008.04.01 ～ 2009.03.31 『教科書を作ろう』をもとに、中国語の解説や「単語」
「練習」などを加えた教材。新出単語には中国語訳とア
クセント、品詞を、また、新出文法には中国語の解説と
例文をつけた。音声ファイルの入ったＣＤ付き。

5 KYOREN 初級 西和辞典 社団法人在亜日本語教
育連合会

アルゼンチン 2008.04.01 ～ 2009.03.31 スペイン語を母語とする初級日本語学習者のための西和
辞典。見出し語は約4,600語。主に日本語能力試験3・4
級の語彙、及び2級に相当するが使用頻度の高い重要語
を収録。用例や成句などもできるだけ収録し、本文の後
には医学、料理、職業、スポーツなどのジャンル別語彙
集を掲載。

6 日本語-モンゴル語、
モンゴル語-日本語
政治・経済用語辞典

モンゴル国立大学モン
ゴル言語・文化学部

モンゴル 2008.04.01 ～ 2009.03.31 日本の政治・経済用語辞典教材などから使用頻度の高い
と思われる用語約9,000語を選び、一語一訳主義で編集
された日本語-モンゴル語・モンゴル語-日本語辞書。政
治・経済用語の他に会計学、経営学、貿易、株式、保
険、社会保障、統計学、環境公害など関係する分野につ
いて最小限必要と思われる用語を収録し、原則としてす
べての用語に説明を加えている。

7 日本語のエッセンス-
ひとりでまなぶにほん
ご-

天野日本語センター スペイン 2008.04.01 ～ 2009.03.31 まったくの初心者からある程度日本語の知識がある初級
者まで、日本語能力試験の4級、3級レベルのスペイン語
話者を対象に、文法解説を中心とした日本語自学自習
本。基本的な文法項目をコンパクトにまとめた日本語入
門書としてだけでなく、スペイン語との対比によって日
本語の本質を直感できるように工夫されている。

外国人のための日本語教材の出版に対し、制作経費の一部を助成する。市販される日本語教材で商業ベースに乗りにくいものを優先する。あらゆる媒体による教科
書、辞書、副教材、教師用指導参考書等を対象とする。

期間
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附属機関日本語国際センター事業費

事業名 助成機関 対象国 事業内容期間

8 新日本語教科書 内蒙古教育出版社 中国 2008.04.01 ～ 2009.03.31 中国国内のモンゴル族の日本語学習初級者を対象とし
た、モンゴル文字で書かれた初めての教材。本文（会話
文）、文法説明、練習問題、語彙リストから成り、モン
ゴル族学習者の関心を引くような日本文化の基本的な情
報を取り入れた話題や語彙を厳選して編集していること
が特徴。
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附属機関日本語国際センター事業費

 ２．制作事業費 ／ (3) 日本語教材寄贈

【総計】 【内訳】

機関数 採用点数 機関数 採用点数 機関数 採用点数 機関数 採用点数

　機関数合計 996 東 韓国 5 143 アルゼンチン 7 160 セルビア 2 36
　国・地域数合計 103カ国 19,953 ア 中国 82 2211 ウルグアイ 2 36 タジキスタン 1 8

ジ モンゴル 17 354 南 コロンビア 8 201 チェコ 4 71
ア 地　域　計 104 2708 チリ 4 120 東 トルクメニスタン 1 25

インドネシア 99 1708 パラグアイ 2 49 ハンガリー 8 159
カンボジア 2 69 ブラジル 52 1169 ベラルーシ 3 48
シンガポール 4 77 米 ベネズエラ 5 91 ポーランド 12 265

東 タイ 71 1414 ペルー 3 62 欧 ラトビア 3 38
南 フィリピン 9 212 ボリビア 3 66 リトアニア 4 87
ア ブルネイ 1 27 地　域　計 86 1954 ルーマニア 3 74
ジ ベトナム 16 483 アイスランド 1 26 ロシア 32 636
ア マレーシア 15 315 アイルランド 2 7 地　域　計 96 2012

ミャンマー 1 25 イタリア 7 117 アラブ首長国連邦 2 38
ラオス 3 67 西 英国 13 257 イエメン 1 27
地　域　計 221 4397 オーストリア 3 70 イスラエル 2 47
インド 33 832 オランダ 3 27 中 イラン 1 25

南 スリランカ 7 165 ギリシャ 5 105 カタール 2 58
ア ネパール 5 106 スイス 2 58 クエート 1 26
ジ パキスタン 1 32 スウェーデン 2 23 東 サウジアラビア 1 1
ア バングラデシュ 3 59 スペイン 13 303 シリア 1 27

モルジブ 1 16 欧 デンマーク 2 41 トルコ 6 170
地　域　計 50 1210 ドイツ 23 498 レバノン 1 22
オーストラリア 163 2235 ノルウェー 4 72 地　域　計 18 441

太 サモア 1 12 フィンランド 3 43 エジプト 2 53
洋 ニュージーランド 36 669 フランス 13 294 チュニジア 1 20
州 パプア・ニューギニア 1 19 ベルギー 4 79 モロッコ 3 82

地　域　計 201 2935 ポルトガル 2 56 地　域　計 6 155
北 カナダ 31 460 ルクセンブルグ 3 85 ウガンダ 1 26
米 米国 42 781 地　域　計 105 2161 ガーナ 1 13

地　域　計 73 1241 アゼルバイジャン 2 47 カメルーン 1 13
キューバ 2 26 アルメニア 2 37 ア ケニア 1 32

中 グアテマラ 1 28 ウクライナ 2 53 フ セネガル 2 26
コスタリカ 2 62 東 ウズベキスタン 5 117 リ 中央アフリカ 1 22
ジャマイカ 1 11 エストニア 2 41 カ ボツワナ 1 29

米 ドミニカ共和国 1 23 カザフスタン 2 82 マダガスカル 3 25
ニカラグア 1 18 欧 キルギス 3 56 南アフリカ 1 6
ホンジュラス 2 35 グルジア 2 62 地　域　計 12 192
メキシコ 14 344 クロアチア 2 39
地　域　計 24 547 スロバキア 1 31

海外で日本語教育を行う教育機関に対し、日本語教材を寄贈する。

北
ア
フ
リ
カ

地域・国名 地域・国名 地域・国名

合計額 68,535,661 円
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附属機関日本語国際センター事業費

 ２．制作事業費 ／ (4) 図書館運営（日本語国際センター）

合計額 31,581,420 円

事業名 蔵書数 事業内容

1 図書館運営 図書 37,352点、視聴覚資料 6,210点、電子形態資料642点、絵教材317
点、マイクロ資料 394点、計44,915点
雑誌・紀要・ニューズレター635誌、新聞12紙、 計647タイトル

国内外における日本語教育の促進を目的として、日本語教科書・教材を
はじめ、日本語教育、日本語、言語学、日本事情、外国語教育に関する
資料や情報を収集・提供している専門図書館の運営。
年間利用者数 22,123名。

国際交流基金日本語国際センターが招へいする海外の日本語教師等、内外の日本語教育関係者の教育研究活動のための専門図書館として、資料を収集・整理し、閲覧・貸
し出し・レファレンスサービスを行う。
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日本語普及事業に必要な経費

附属機関関西国際センター事業費

1. 運営諸費

 (1) 図書館運営（関西国際センター）

2. 研修事業費

 (1) 専門日本語研修（外交官）

 (2) 専門日本語研修（公務員）

 (3) 専門日本語研修（研究者・大学院生）

 (4) 日本語学習者訪日研修（各国成績優秀者）

 (5) 日本語学習者訪日研修（大学生）（関西国際センター）

 (6) 日本語学習者訪日研修（高校生）（関西国際センター）

 (7) アジア・ユースフェローシップ高等教育奨学金訪日研修

 (8) 地域交流研修（関西国際センター）

 (9) 在日外交官日本語研修

(10) 受託研修（関西国際センター）

(11) 受託研修（関西国際センター）〔アセアン〕

(12) 受託研修（関西国際センター）〔サーク〕
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附属機関関西国際センター事業費

 １．運営諸費 ／ (1) 図書館運営（関西国際センター）

合計額 18,616,596 円

事業名 蔵書数 事業内容

1 図書館運営 図書45,836冊、ビデオ／DVD 1,207点、LD 6点、CD-ROM 61タイトル、マ
イクロフィルム 1,387リール
雑誌 282タイトル、新聞 18紙。

関西国際センターでの研修参加者の学習・研究をサポートす
るため、各分野の参考図書の充実と日本の文化・社会を広く
紹介する各国語資料を収集、提供、レファレンスなどの各種
図書館サービスを実施する。
年間利用者数 14,515名。

関西国際センターでの研修参加者の学習・研究をサポートするため、各分野の参考図書の充実と日本の文化・社会を広く紹介する各国語資料を収集、提供、レ
ファレンスなどの各種図書館サービスを実施する。
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附属機関関西国際センター事業費

 ２．研修事業費 ／ (1) 専門日本語研修（外交官）

合計額 51,125,156 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 イラク 1 2007.10.03 ～ 2008.05.30
インドネシア 1
ウガンダ 1
エルサルバドル 1
カンボジア 1
キリバス 1
グルジア 1
ケニア 1
スリランカ 1
セルビア 1
タジキスタン 1
トルコ 1
ネパール 1
パキスタン 1
パナマ 1
パラオ 1
バングラデシュ 1
フィリピン 1
ベトナム 1
マケドニア 1
マダガスカル 1
マリ 1
マレーシア 1
ミャンマー 1
ラオス 1
赤道ギニア 1

諸外国の若手外交官を9カ月間日本に招へいして、日本語及び日本事情の長期集中研修をする。

期間

専門日本語研修（外交
官）19年度

日本国外務省の協力を得て、海外の若手外交官を日本に招へいし、
日本語および日本事情の長期集中研修を実施
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附属機関関西国際センター事業費

事業名 参加国 参加人数 事業内容期間

2 モンゴル 1 2008.10.01 ～ 2009.05.29
インドネシア 1
カンボジア 1
タイ 1
ベトナム 1
マレーシア 1
ミャンマー 1
ブータン 1
モルディブ 1
マーシャル諸島 1
アンティグア・バー
ブーダ 1
キューバ 1
メキシコ 1
コロンビア 1
ボリビア 1
ラトビア 1
アフガニスタン 1
イエメン 1
トルコ 1
バーレーン 1
ブルキナファソ 1
ボツワナ 1
マダガスカル 1
マラウイ 1
マリ 1

専門日本語研修（外交
官）20年度

日本国外務省の協力を得て、海外の若手外交官を日本に招へいし、
日本語および日本事情の長期集中研修を実施
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附属機関関西国際センター事業費

 ２．研修事業費 ／ (2) 専門日本語研修（公務員）

合計額 10,797,229 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 インドネシア 1 2007.10.03 ～ 2008.05.30
キューバ 1
タジキスタン 1
ニカラグア 1
ネパール 1
ベトナム 1
モルディブ 1
モンゴル 1
ラオス 1

2 モンゴル 1 2008.10.01 ～ 2009.05.29
インドネシア 1
ラオス 1
アルバニア 1
イラク 1

 ２．研修事業費 ／ (3) 専門日本語研修（研究者・大学院生）

合計額 29,372,832 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 ウクライナ 1 2007.10.03 ～ 2008.05.30
カナダ 1
ハンガリー 1
フィリピン 1
ベトナム 2
韓国 2
中国 3
米国 3

期間

諸外国の研究者（社会科学又は人文科学専攻）及び海外の大学院で社会科学又は人文科学の分野を専攻し、将来日本研究関連の職業につくことを希望している大学
院生で、研究活動上の目的で日本語の習得を望む者を対象に日本語の集中研修を実施する。

専門日本語研修（研究
者・大学院生）19年度
（8カ月）

研究活動上の目的で日本語の習得を必要とする海外の研究者・大学
院生を招へいし、日本語の集中研修を実施

諸外国の政府・公的機関、日本政府の代表部が置かれている国際機関の公務員等で、業務上の目的で日本語の習得を必要とする者を、9カ月間日本に招へいして、
日本語及び日本事情の長期集中研修を実施する。

期間

専門日本語研修（公務
員）20年度

海外の公的機関に勤務し、業務上の理由で日本語の習得を必要とし
ている者を日本に招へいし、日本語および日本事情の集中研修を実
施

専門日本語研修（公務
員）19年度

海外の公的機関に勤務し、業務上の理由で日本語の習得を必要とし
ている者を日本に招へいし、日本語および日本事情の集中研修を実
施
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附属機関関西国際センター事業費

事業名 参加国 参加人数 事業内容期間

2 韓国 2 2008.06.11 ～ 2008.08.06
中国 5
インドネシア 1
ベトナム 2
インド 1
米国 1
メキシコ 1
イタリア 1
英国 1
オーストリア 1
フィンランド 1
ウクライナ 1
カザフスタン 1
クロアチア 1
ハンガリー 1
ロシア 3
エジプト 1

3 韓国 2 2008.10.01 ～ 2009.05.29
中国 2
フィリピン 1
米国 1
イタリア 1
スペイン 1
ロシア 1

専門日本語研修（研究
者・大学院生）20年度
（2カ月）

研究活動上の目的で日本語の習得を必要とする海外の研究者・大学
院生を招へいし、日本語の集中研修を実施

専門日本語研修（研究
者・大学院生）20年度
（8カ月）

研究活動上の目的で日本語の習得を必要とする海外の研究者・大学
院生を招へいし、日本語の集中研修を実施
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附属機関関西国際センター事業費

 ２．研修事業費 ／ (4) 日本語学習者訪日研修（各国成績優秀者）

合計額 28,610,169 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 モンゴル 1 2008.09.10 ～ 2008.09.24
カンボジア 1
フィリピン 1
ベトナム 2
ミャンマー 1
ラオス 1
インド 2
スリランカ 1
ネパール 1
バングラデシュ 1
トンガ 1
バヌアツ 1
マーシャル諸島 1
エルサルバドル 1
グアテマラ 1
コスタリカ 1
ドミニカ共和国 1
アルゼンチン 1
ウルグアイ 1
コロンビア 1
チリ 1
パラグアイ 1
ブラジル 2
ベネズエラ 1
ペルー 1
ボリビア 1
ウクライナ 1
ウズベキスタン 1
カザフスタン 1
キルギス 1
クロアチア 1
セルビア 1
チェコ 1
ハンガリー 1
ブルガリア 1
ポーランド 1
リトアニア 1
ルーマニア 1
ロシア 2
サウジアラビア 1
トルコ 1

海外の日本語教育機関等で日本語を学習し、優秀な成績を修めている者を2週間招へいし、講義、研修旅行等を通じて日本語及び日本文化・社会への理解を深める
機会を提供する。

期間

日本語学習者訪日研修
（各国成績優秀者）
20年度

海外の日本語教育機関等で日本語を学習し、優秀な成績を修めてい
る者を2週間日本に招へいし、日本語及び日本文化・社会への理解
を深めることを目的とした研修を実施
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附属機関関西国際センター事業費

事業名 参加国 参加人数 事業内容期間

バーレーン 1
ヨルダン 1
エジプト 1
チュニジア 1
モロッコ 1
ガーナ 1
ケニア 1
セネガル 1
マダガスカル 1

 ２．研修事業費 ／ (5) 日本語学習者訪日研修（大学生）（関西国際センター）

合計額 8,884,689 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 タイ 2 2008.05.14 ～ 2008.06.25
フィリピン 1
インド 5
スリランカ 1
メキシコ 2
アゼルバイジャン 1
ロシア 5

近年、日本語学習者数の大幅な増加が見られる地域における日本語教育の拠点機関から、日本語を学習している大学生を6週間招へいし、日本語の学習及び日本文
化・社会への理解を深める機会を提供する。

日本語学習者訪日研修
（大学生）（春季）

日本語学習者数の大幅な増加が見られる地域における日本語教育の
拠点機関から、その大学学部で日本語を学習している大学生をグ
ループで招へいし、日本語の学習及び日本文化・社会への理解を深
めることを目的とした研修を実施

期間
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附属機関関西国際センター事業費

 ２．研修事業費 ／ (6) 日本語学習者訪日研修（高校生）（関西国際センター）

合計額 13,591,368 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 中国 4 2008.07.01 ～ 2008.07.15
モンゴル 2
インドネシア 2
タイ 2
フィリピン 1
マレーシア 2
スリランカ 2
オーストラリア 3
ニュージーランド 2
カナダ 2
米国 3
パラグアイ 1
ブラジル 1
英国 2
ドイツ 1
フランス 1
ロシア 1

海外の高等学校で日本語を学習し、優秀な成績を修めている者を2週間招へいし、日本語及び日本文化・社会への理解を深め、同世代の日本の若者と交流する機会
を提供する。

期間

日本語学習者訪日研修
（高校生）

海外の高等学校で日本語を学習し、優秀な成績を修めている者を2
週間日本に招へいし、日本語及び日本の文化・社会への理解を深め
ること、同世代の日本の若者と交流すること、日本語の学習意欲を
高めることを目的とした研修を実施
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附属機関関西国際センター事業費

 ２．研修事業費 ／ (7) アジア・ユースフェローシップ高等教育奨学金訪日研修

合計額 45,204,004 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 インドネシア 2 2008.07.22 ～ 2009.02.24
カンボジア 2
シンガポール 1
タイ 2
フィリピン 1
ブルネイ 1
ベトナム 2
マレーシア 1
ミャンマー 2
ラオス 2
バングラデシュ 2

 ２．研修事業費 ／ (8) 地域交流研修（関西国際センター）

合計額 1,841,095 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 シンガポール 1 2008.08.11 ～ 2008.08.21
オーストラリア 2
ニュージーランド 3
カナダ 5
米国 37
トリニダード・トバゴ
共和国

1

アイルランド 1
英国 6
ルクセンブルク 1

期間

期間

アジア各国の文化振興支援の一環として、アジア域内の将来を担う人材育成を支援するため、日本の大学院へ留学するアジア11ヵ国の大学卒業者を対象に大学院留
学前予備教育事業を行なう。

アジア・ユースフェ
ローシップ高等教育
奨学金訪日研修

アジア各国の将来を担う人材の育成支援のため、日本の大学院へ留
学するアジア11カ国の大学卒業者を招へいし、日本での研究活動に
必要な日本語の習得及び日本文化・社会への理解を深めることを目
的とした、大学院留学前の長期集中研修を実施

地域貢献の一環として、地方自治体等の機関が実施する事業のうち、主に日本語学習研修について、協力・共同実施する。

JET青年日本語研修 「語学指導等を行う外国青年招致事業」（略称：JETプログラム）
で日本に既に1年間以上滞在しているJET青年に対して、日本語の集
中研修を実施
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附属機関関西国際センター事業費

事業名 参加国 参加人数 事業内容期間

2 オーストラリア 1 2008.08.25 ～ 2008.08.27
ニュージーランド 2
カナダ 10
米国 25
ジャマイカ 1
アイルランド 1
英国 8

3 大阪府クィーンズラン
ド州日本語教師研修

オーストラリア 5 2009.01.05 ～ 2009.01.23 大阪府と共催で、同府の姉妹提携都市であるクィーンズランド州
（オーストラリア）の日本語教師に対して、日本語及び日本事情の
集中研修を実施

 ２．研修事業費 ／ (9) 在日外交官日本語研修

合計額 2,575,500 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 ラオス 1 2008.07.01 ～ 2009.03.31
モルディブ 1
ドミニカ共和国 1
メキシコ 1
ウルグアイ 1
エクアドル 1
アゼルバイジャン 1
タジキスタン 2
イラク 1
パレスチナ 1
アルジェリア 1
チュニジア 1

大阪府JET青年日本語
研修

大阪府と共催で、同府に新規着任予定のJET青年のうち、小・中・
高等学校において語学指導に従事する外国語指導助手（ALT）に対
する来日時日本語研修を実施

在日外国公館のうち、独自で日本語学習環境を設けることが困難な公館に勤務する外交官を対象に、在日外交官の日本での生活および職場で必要な日本語の習得お
よび日本語能力の向上のための研修を実施する。

在日外交官日本語研修 在日外国大使館に勤務している外交官を対象として、日本語研修を
実施する。

期間
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附属機関関西国際センター事業費

 ２．研修事業費 ／ (10) 受託研修（関西国際センター）

合計額 109,786,001 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 タイ国日本語教師会
（JTAT）訪日研修

タイ 18 2008.04.06 ～ 2008.04.19 タイ国日本語教師会（JTAT）が企画する訪日研修について、施設の
無償提供により協力。また、日本語授業、研修旅行、文化体験等を
受託し実施。

2 ナポリ大学訪日研修 イタリア 26 2008.04.09 ～ 2008.04.11 ナポリ大学が企画する訪日研修について、施設の無償提供により協
力。また、日本語の授業を受託し実施。

3 ニュージーランド日本
語教師研修

ニュージーランド 4 2008.04.19 ～ 2008.05.01 ニュージーランド人日本語教師研修を受託し、日本語能力の向上、
日本語教育リソースの紹介、現代日本事情紹介等を目的とした日本
語研修を実施。

4 韓国慶尚南道日本語教
員研修

韓国 20 2008.07.16 ～ 2008.08.04 韓国慶尚南道教育庁が、2008年7月～8月に実施した山口県教育委員
会との交流事業に関連し、同庁管轄内の中等教育機関の日本語担当
教員20名に対し、①正確さよりも流暢さを重視した、より実用的な
コミュニケーション能力の養成、②インターネットを利用した、情
報文化社会に対応した日本語能力の養成、等を目的とした日本語研
修を受託し実施。

5 インドネシア人介護福
祉士候補者日本語研修

インドネシア 56 2008.08.07 ～ 2009.01.28 日本とインドネシアとの間で締結された経済連携協定に基づき日本
で受け入れることになったインドネシア人看護師・介護福祉士候補
者のうち、介護福祉士候補者56名に対する事前日本語研修を外務省
より受託し実施。

6 インドネシア大学生
訪日研修

インドネシア 2 2008.10.22 ～ 2008.12.03 東南アジア及び大洋州地域の天然ガス産出国との相互理解を深め国
際親善に資することを目的に、当該国における教育機材、研究、研
修に関する助成や奨学金の支給を行っている大阪ガス国際交流財団
が、2008年10月～12月に招へいしたインドネシアの日本語専攻大学
生2名に対し、日本語能力の向上、日本文化・社会についての理解
を深める等を目的とした「インドネシア大学生日本語研修」を受託
し実施。

国際交流基金の業務趣旨に合致する日本語研修事業を外部から受託し実施する。

期間
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附属機関関西国際センター事業費

 ２．研修事業費 ／ (11) 受託研修（関西国際センター）〔アセアン〕

合計額 65,935,777 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 21世紀東アジア青少年
大交流計画東アジア日
本語移動講座プログラ
ム（カレッジ・イン・
ジャパン）19年度

タイ 40 2008.03.31 ～ 2008.04.28 東アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から、その機関で日本
語を履修している青少年を招へいし、日本語の学習及び日本文化・
社会への理解を深める機会を提供する。「21世紀東アジア青少年大
交流計画（JENESYS Programme）」の一環として実施。

2 シンガポール 5 2008.05.14 ～ 2008.06.25
タイ 5
フィリピン 5
インド 5

3 カンボジア 2 2008.06.11 ～ 2008.07.23
シンガポール 5
ブルネイ 1
ベトナム 7
マレーシア 7
ミャンマー 5
ニュージーランド 3

4 インドネシア 5 2008.10.22 ～ 2008.12.03
インド 5

5 インドネシア 10 2009.03.30 ～ 2009.04.27
フィリピン 10
ベトナム 10
マレーシア 10

国際交流基金の業務趣旨に合致する日本語研修事業を外部から受託し実施する。

期間

21世紀東アジア青少年
大交流計画東アジア日
本語履修大学生研修プ
ログラム(夏季コー
ス）19年度

東アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から、その機関で日本
語を履修している青少年を招へいし、日本語の学習及び日本文化・
社会への理解を深める機会を提供する。「21世紀東アジア青少年大
交流計画（JENESYS Programme）」の一環として実施。

21世紀東アジア青少年
大交流計画東アジア日
本語履修大学生研修プ
ログラム(春季コー
ス）19年度

東アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から、その機関で日本
語を履修している青少年を招へいし、日本語の学習及び日本文化・
社会への理解を深める機会を提供する。「21世紀東アジア青少年大
交流計画（JENESYS Programme）」の一環として実施。

21世紀東アジア青少年
大交流計画東アジア日
本語履修大学生研修プ
ログラム(秋季コー
ス）19年度

東アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から、その機関で日本
語を履修している青少年を招へいし、日本語の学習及び日本文化・
社会への理解を深める機会を提供する。「21世紀東アジア青少年大
交流計画（JENESYS Programme）」の一環として実施。

21世紀東アジア青少年
大交流計画東アジア日
本語移動講座プログラ
ム（カレッジ・イン・
ジャパン）20年度

東アジア地域にある日本語教育の拠点機関等から、その機関で日本
語を履修している青少年を招へいし、日本語の学習及び日本文化・
社会への理解を深める機会を提供する。「21世紀東アジア青少年大
交流計画（JENESYS Programme）」の一環として実施。
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附属機関関西国際センター事業費

 ２．研修事業費 ／ (12) 受託研修（関西国際センター）〔サーク〕

合計額 26,851,622 円

事業名 参加国 参加人数 事業内容

1 インド 10 2009.02.25 ～ 2009.03.25
スリランカ 7
ネパール 9
パキスタン 3
バングラデシュ 6
モルディブ 3

国際交流基金の業務趣旨に合致する日本語研修事業を外部から受託し実施する。

21世紀東アジア青少年
大交流計画南アジア日
本語移動講座プログラ
ム（カレッジ・イン・
ジャパン）20年度

「21世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS　Programme）」の一
環として、南アジア地域にある日本語教育の拠点機関から、その機
関で日本語を履修している青少年を、学生の指導教員を含めたグ
ループとして招へいし、日本語の学習及び日本文化・社会への理解
を深める機会を提供する。

期間
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